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第12回熊本県議会高速交通ネットワーク整備推進特別委員会会議記録 

 

令和７年６月18日(水曜日) 

            午前９時58分開議 

            午後０時１分閉会 

――   ――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

(1)高速交通体系について 

(2)熊本都市圏交通について 

――   ――――――――――――― 

出 席 委 員（15人） 

        委 員 長  橋 口 海 平 

        副委員長 松 村 秀 逸 

        委  員 前 川   收 

        委  員 岩 中 伸 司 

        委  員 藤 川 隆 夫 

        委  員 池 田 和 貴 

        委  員 髙 木 健 次 

        委  員 前 田 憲 秀 

        委  員 髙 島 和 男 

        委  員 中 村 亮 彦 

        委  員 城 戸   淳 

        委  員 坂 梨 剛 昭 

        委  員 南 部 隼 平 

        委  員 立 山 大二朗 

        委  員 星 野 愛 斗 

欠 席 委 員（なし）    

委員外議員（なし） 

―――――――――――――――    

説明のため出席した者 

企画振興部 

         部 長 富 永 隼 行 

交通政策・統計局長 坂 本 弘 道 

交通政策課長    牧 野 記 大 

空港アクセス鉄道 

整備推進課長     宮 原 尚 孝 

土木部 

                 部 長 菰 田 武 志 

道路都市局長    奥 山 和 弘 

道路整備課長    大 和 勇 紀 

首席審議員兼都市計 

画課長       高 橋 慶 彦 

警察本部 

交通部長 合 瀨 勝 彦 

交通規制課長 大 薮   浩 

                    

事務局職員出席者 

   政務調査課課長補佐 都 冨 真 一 

     政務調査課主幹 内 布 志保美 

                    

  午前９時58分開議 

○橋口海平委員長 おはようございます。 

 ただいまから、第12回高速交通ネットワ

ーク整備推進特別委員会を開催します。 

 なお、本日の委員会に３名の傍聴の申出

がありましたので、これを認めることとい

たします。 

 本委員会は、インターネット中継が行わ

れます。委員並びに執行部におかれまして

は、発言内容が聞き取りやすいよう、発言

の際には、マイクを自分の口元にしっかり

向けて、明瞭に御発言いただきますよう、

よろしくお願いいたします。 

 それでは、最初の委員会の開催に当た

り、御挨拶を申し上げます。 

 改めまして、委員長の橋口でございま

す。 

 本委員会には、高速交通体系に関する

件、熊本都市圏交通に関する件の２件が調

査事件として付託されております。 

 いずれの付託事件も、本県に関わる重要

な事項だと思っております。これからの熊

本の発展、また、渋滞解消など、大きなテ

ーマがあると思っておりますので、この委

員会でしっかりと議論を重ねて、よりよい

方向に導けるように努めてまいりたいとい

うふうに思っております。 

 委員の先生をはじめ、執行部の皆様方の
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御協力をいただき、松村副委員長とともに

本委員会の円滑な運営に努めてまいりたい

と考えておりますので、どうぞよろしくお

願いいたします。 

 副委員長からも御挨拶をお願いいたしま

す。 

 

○松村秀逸副委員長 副委員長の松村でご

ざいます。 

 ただいま委員長からお話がありました本

委員会に付託されました２件の調査事件

は、本県の社会基盤として、また、経済発

展に関わる大変重要なテーマと認識してお

ります。 

 この１年間、円滑な委員会ができますよ

う、橋口委員長を補佐し、また、各委員の

皆様方、そして執行部の皆様方、どうぞよ

ろしくお願い申し上げ、御挨拶といたしま

す。 

 

○橋口海平委員長 続けて、最初の委員会

でございますので、執行部幹部職員の自己

紹介をお願いいたします。 

 自席からの自己紹介とし、後列の審議員

ほかについては、お手元にお配りしており

ます職員名簿により紹介に代えさせていた

だきます。 

 それでは、富永部長から順次お願いいた

します。 

  (企画振興部長～交通規制課長の順に

自己紹介) 

 

○橋口海平委員長 １年間、このメンバー

で審議を行いますので、よろしくお願いい

たします。 

 次に、執行部を代表し、富永企画振興部

長から挨拶及び総括説明をお願いいたしま

す。 

 

○富永企画振興部長 おはようございま

す。 

 委員会の開会に当たりまして、執行部を

代表して御挨拶を申し上げますとともに、

本委員会の付託案件の概要について御説明

をいたします。 

 橋口委員長、松村副委員長をはじめ、委

員の皆様方におかれましては、高速交通体

系や熊本都市圏交通に関する諸問題につい

て御審議いただきます。執行部としまして

も、全力で取り組んでまいりますので、御

指導のほどよろしくお願い申し上げます。 

 それでは、まず、本委員会の付託案件の

概要について御説明いたします。 

 高速交通体系に関する件でございます。 

 九州の横軸として、本県のみならず、九

州の一体的な発展を図るために不可欠な中

九州横断道路の熊本環状連絡道路が、今年

度、新たに事業化されました。 

 さらに、熊本西環状道路の池上工区にお

いては、今年の秋に開通が予定されるな

ど、本県の高規格道路整備は着実に進展し

ています。 

 今後も引き続き、高規格道路の早期整備

に向けて取り組んでまいります。 

 次に、阿蘇くまもと空港についてでござ

います。 

 好調を維持している国際線につきまして

は、昨年度も復便や新規就航が飛躍的に進

み、利用者数についても、前年度の23万人

から倍増の年間48万人となり、２年連続で

過去最高を更新しました。 

 今年７月11日には、本県初の中国本土路

線である上海線の就航が決定しており、直

行便による観光や経済面での交流が期待さ

れます。 

 さらに、８月３日からは、台湾・高雄線

が１便増便し、週４便の運航となることも

決定しており、利用者の方にとって利便性

がより一層向上いたします。 

 次に、空港施設につきましては、国際航
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空貨物に対応するための共同上屋につい

て、５月に開所式が行われました。今後

は、大型または大量の貨物の取扱いも可能

となるなど、阿蘇くまもと空港の機能強化

は着実に進んでおります。 

 今後も、熊本国際空港株式会社と連携

し、さらなる航空ネットワークの拡大及び

空港の利便性向上に努めてまいります。 

 次に、空港アクセス鉄道についてでござ

います。 

 令和４年12月議会で肥後大津ルートとす

ることを表明して以降、鉄道整備に向けた

検討の深度化を進めてまいりました。具体

的には、鉄道整備ルートの絞り込みや概算

事業費の算出、費用便益分析、いわゆるＢ

／Ｃ等の事業性調査を行っています。 

 今般、鉄道整備ルートの絞り込み案がま

とまったことから、整備ルートや空港駅等

の平面、縦断における概要をお示しいたし

ます。 

 今後は、９月議会に向けて、概算事業費

やＢ／Ｃ等の精査を行い、さらには鉄道事

業許可申請に向け、必要な手続を着実に実

施し、取組を進めてまいります。 

 次に、熊本都市圏交通に関する件でござ

います。 

 熊本都市圏の渋滞対策につきましては、

今年３月14日に開催された第２回渋滞解消

推進本部会議において、昨年12月の熊本市

との第２回県・市調整会議において公表し

た具体的対策に加え、周辺市町との連携を

含めた熊本都市圏全体の対策を公表しまし

た。 

 また、先月８日には、官民連携による時

差出勤等の取組の県民運動化に向けて、通

勤行動変容や公共交通の利用促進に取り組

む企業等を登録する熊本県渋滞対策パート

ナー登録制度を創設しました。 

 今年９月には、官民連携による１万人規

模での時差出勤の取組を実施予定であり、

熊本県渋滞対策パートナー登録制度を主軸

に、取組者数の拡大を目指してまいりま

す。 

 今後も、熊本都市圏で連携して、着実に

対策を講じてまいります。 

 また、熊本都市圏３連絡道路につきまし

ては、先月20日から、住民の皆様を対象

に、地域と道路の課題についての意見聴取

を開始しました。 

 この意見聴取は、本道路のルート帯決定

をはじめとする計画の具体化にとって重要

なステップであり、引き続き、熊本都市圏

３連絡道路の早期実現に向け、国の協力を

いただきながら、熊本市と連携し、取り組

んでまいります。 

 以上、概要を御説明いたしましたが、詳

しくは担当課長から説明を申し上げます。

御審議のほど、よろしくお願いいたしま

す。 

 

○橋口海平委員長 それでは、事業概要等

の説明を求めた後、一括して質疑を受けた

いと思います。 

 委員会の運営を効率的に行うため、説明

は、着座のまま簡潔にお願いします。 

 では、執行部から説明をお願いします。 

 

○大和道路整備課長 道路整備課でござい

ます。よろしくお願いいたします。 

 お手元の本委員会資料につきましては、

全体で75ページとなっており、資料の特筆

すべき項目にはアンダーラインを引いてお

ります。 

 それでは、資料の１ページをお願いいた

します。 

 高速交通体系に関する件でございます。 

 まず、(1)の高規格幹線道路の整備につ

いて御説明をいたします。 

 高規格幹線道路は、全国的な高速自動車

交通網を形成する自動車専用道路で、ペー
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ジ下側の体系図にありますように、２つに

区分されます。1つは、左側の国土開発幹

線自動車道で、熊本県内では九州縦貫自動

車道と九州横断自動車道延岡線の２路線が

ございます。もう一つは、右側の一般国道

自動車専用道路で、熊本県内では南九州西

回り自動車道がございます。 

 ２ページをお願いいたします。 

 こちらは、高規格幹線道路の整備手順を

示しております。 

 ３ページをお願いいたします。 

 これは、国が行う直轄事業の流れをお示

ししたものでございます。 

 ４ページをお願いいたします。 

 県内の高規格幹線道路の整備状況を中心

に、昭和60年以降の経過を５ページにかけ

てお示ししております。 

 ６ページをお願いいたします。 

 5)の路線別内訳です。 

 まず、九州縦貫自動車道から御説明いた

します。 

 表上段の概要欄にありますように、本道

路の県内延長は134.8キロメートルで、既

に全線４車線で供用されております。 

 ７ページをお願いいたします。 

 嘉島町から宮崎県延岡市に至る九州横断

自動車道延岡線、いわゆる九州中央自動車

道でございます。 

 現状の欄ですが、１つ目の丸の３ポツ目

ですが、山都中島西インターから山都通潤

橋インター間の10.4キロメートルが令和６

年２月に開通しております。 

 また、２つ目の丸の２ポツ目と３ポツ目

ですが、矢部清和道路及び蘇陽五ヶ瀬道路

の整備がそれぞれ鋭意進められておりま

す。 

 今後の取組についてですが、事業中区間

の整備推進及び清和―蘇陽間の早期事業化

を国に求めてまいります。 

 ８ページをお願いいたします。 

 南九州西回り自動車道です。 

 現状の欄をお願いいたします。 

 ３つ目の丸の芦北出水道路につきまして

は、平成31年３月に水俣インターまでが開

通しており、現在、水俣インターから県境

間において鋭意工事が進められておりま

す。また、鹿児島県側におきましても、出

水インター側から工事の進捗が図られてお

ります。 

 今後の取組についてですが、水俣インタ

ーから県境間について、開通見通しを早期

に公表するよう国に求めてまいります。 

 ９ページをお願いいたします。 

 (2)の地域高規格道路等の整備について

です。 

 10ページをお願いいたします。 

 こちらは、地域高規格道路の整備手順を

お示ししているものです。 

 11ページをお願いいたします。 

 4)に、地域高規格道路の平成５年以降の

経過をお示ししております。 

 12ページをお願いいたします。 

 一番下の行ですが、先ほど冒頭の企画振

興部長挨拶にもございましたとおり、中九

州横断道路の熊本環状連絡道路が、今年

度、新たに事業化されました。 

 この熊本環状連絡道路の新規事業化は、

県議会や地元期成会、県選出国会議員の皆

様が一丸となって取り組みいただいた成果

と考えておりまして、この場をお借りいた

しまして、改めてお礼申し上げます。あり

がとうございました。 

 13ページをお願いします。 

 5)の路線別内訳について御説明いたしま

す。 

 まず、熊本市と大分市を結ぶ中九州横断

道路です。 

 現状の欄をお願いいたします。 

 ２つ目の丸、滝室坂道路につきまして

は、令和８年度の開通に向け、鋭意工事が
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進められています。 

 その下の５つ目の丸ですが、大津熊本道

路のうち、大津西から合志間におきまし

て、今年度から工事に着工する予定と伺っ

ております。 

 また、合志から熊本間におきましても、

調査設計や用地買収及び工事が進められて

おります。 

 県としましても、整備の加速化を図るた

め、引き続き、用地の先行取得など、沿線

自治体と連携、協力しながら一丸となって

取り組んでまいります。 

 14ページをお願いいたします。 

 １つ目の丸の熊本環状連絡道路ですが、

先ほど申し上げましたとおり、今年度、新

たに事業化されました。 

 その下の事業調整会議ですが、昨年度の

当委員会でも御報告しましたが、今年２月

に第３回事業調整会議を開催いたしまし

た。 

 会議の中で、県と熊本市は、大津西から

下硯川間について、早期整備の観点から、

接続する九州縦貫自動車道と同水準の管理

水準、料金水準で有料道路事業を導入して

いただくよう提案を行いました。 

 今後の取組といたしましては、大津西イ

ンターから下硯川インター間の早期整備に

向けた有料道路事業の導入及び事業中区間

の早期整備を国に求めてまいります。 

 県としましても、有料道路事業に向け、

地元自治体と連携し、取り組んでまいりま

す。 

 また、関係者との調整に時間を要したた

め資料には記載しておりませんが、有料道

路事業の導入をより円滑に進めるため、都

市計画の手続に着手することとし、素案の

説明会を７月29日から８月３日にかけて、

熊本市、合志市、大津町においてそれぞれ

開催する予定としております。 

 15ページをお願いいたします。 

 熊本環状道路です。 

 現状の欄をお願いいたします。 

 １つ目の丸、２ポツ目ですが、熊本西環

状道路の池上工区において、今年秋の開通

に向け、鋭意工事が進められております。 

 ２つ目の丸の３ポツ目ですが、植木バイ

パスの３工区の熊本西環状道路から玉名植

木線間におきまして、鋭意工事が進められ

ております。 

 今後の取組ですが、各事業主体に対し、

事業推進などを求めてまいります。 

 続きまして、16ページをお願いいたしま

す。 

 熊本市と天草市を結ぶ熊本天草幹線道路

です。 

 現状の欄をお願いいたします。 

 １つ目の丸は、国の施工区間となりま

す。 

 ２ポツ目ですが、宇土道路において、調

査設計、用地買収及び工事が進められてお

り、今年度は、この工区３本目となります

網津長浜トンネルの工事に着手する予定と

伺っております。 

 ２つ目の丸は、県の施工区間になりま

す。 

 ２ポツ目ですが、大矢野道路において、

用地買収及び工事を鋭意進めており、今年

２月には新大矢野トンネルが開通したとこ

ろでございます。 

 ５ポツ目ですが、本渡道路Ⅱ期におい

て、用地買収の早期着手に向けまして、調

査設計を進めてまいります。 

 今後の取組の欄ですが、１つ目の丸、国

の施工区間につきましては、整備推進を国

に求めてまいります。 

 また、２つ目の丸の県施工区間につきま

しては、大矢野道路の用地買収及び工事に

取り組みますとともに、本渡道路Ⅱ期につ

いても、用地買収の着手に向け、調査設計

に取り組んでまいります。 
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 17ページをお願いいたします。 

 熊本市と佐賀県鹿島市を結ぶ有明海沿岸

道路についてです。 

 現状の欄をお願いいたします。 

 １つ目の丸の１ポツ目と２ポツ目です

が、大牟田市から長洲町のうち、三池港イ

ンター連絡路において、橋梁工事等が鋭意

進められますとともに、荒尾道路におきま

しては、今年度から用地買収に着手する予

定と伺っております。 

 ２つ目の丸、長洲町から玉名市におきま

しては、今年３月に第２回計画段階評価の

審議が行われました。 

 今後の取組といたしましては、事業中区

間の整備推進及び未事業化区間の早期事業

化を国に求めてまいります。 

 18ページをお願いいたします。 

 これまで説明してまいりました県内にお

ける高規格幹線道路及び地域高規格道路の

位置図を掲載しております。 

 19ページをお願いいたします。 

 熊本都市圏の新たな高規格道路です。 

 20ページの現状欄をお願いいたします。 

 １つ目の丸の最後のポツですが、熊本都

市圏３連絡道路建設促進協議会において、

先月総会を開催し、関係者一丸となって早

期実現に取り組むことを確認いたしまし

た。 

 ２つ目の丸の３ポツ目と４ポツ目です

が、今年３月に２回目となる有識者委員会

を開催し、地域と道路の現状、課題を踏ま

えた政策目標の設定や意見聴取の方法につ

いて議論いただきました。 

 その議論を踏まえまして、先月20日か

ら、住民の皆様や企業の皆様へ、地域と道

路の課題に関する意見聴取を開始いたしま

した。 

 21ページの今後の取組の欄をお願いいた

します。 

 ２つ目の丸の１ポツ目ですが、意見聴取

の結果を分析した上で政策目標を設定し、

複数のルート帯案の提示に向けて引き続き

検討を行い、住民参加型の道路計画検討を

進めてまいります。 

 23ページをお願いいたします。 

 (3)の建設促進活動です。 

 23ページから28ページに、昨年度実施し

た要望活動を記載しております。 

 続きまして、29ページをお願いいたしま

す。 

 今年度予定している要望活動を記載して

おります。 

 まず初めに、①の九州中央自動車道で

す。 

 ４月23日に期成会の総会が開催されてお

ります。 

 また、九州中央３県議員連盟による九州

地方整備局及び財務省、国土交通省要望に

つきましては、それぞれ８月４日と８月21

日に予定いただいております。 

 30ページをお願いいたします。 

 ②の南九州西回り自動車道です。 

 ５月16日と５月29日に、協議会と期成

会、それぞれの総会が開催されておりま

す。 

 31ページをお願いいたします。 

 ③の中九州横断道路です。 

 ５月29日に熊本県側期成会の総会が開催

されております。 

 ６月３日に、熊本県、県議会、九州横断

道路建設促進議員連盟、中九州・地域高規

格道路推進期成会合同によります建設促進

大会を開催し、その後、国土交通省、県選

出国会議員の皆様への要望活動を行いまし

た。早朝から御参加いただいた議員の皆

様、誠にありがとうございました。 

 ８月４日及び21日に予定されております

九州中央３県議員連盟の要望活動につきま

しては、先ほど御説明いたしました九州中

央自動車道と同様でございます。 



第12回 熊本県議会 交通ネットワーク整備推進特別委員会会議記録（令和７年６月18日) 

 - 7 - 

 32ページをお願いいたします。 

 ④の熊本天草幹線道路です。 

 ５月30日に期成会の総会が開催されてお

ります。 

 33ページをお願いいたします。 

 ⑤の有明海沿岸道路です。 

 ５月21日と５月27日に、熊本県期成会と

荒尾・玉名地域整備促進期成会、それぞれ

の総会が開催されております。 

 また、荒尾・玉名地域の期成会により、

６月４日に九州地方整備局に、また、翌日

の５日に、財務省、国土交通省及び県選出

国会議員に対して要望活動が行われており

ます。 

 34ページをお願いいたします。 

 その他国等への要望です。 

 ６月２日から４日にかけまして、県全体

の要望活動として、関係省庁、自民党本部

に対して国の施策等に関する提案活動を行

っております。 

 飛びまして、69ページをお願いいたしま

す。 

 次に、中九州横断道路と一体となって道

路ネットワークを構成するセミコンテクノ

パーク周辺で県が施工する事業について御

説明いたします。 

 ＴＳＭＣの進出を契機とした企業集積に

伴う新たな交通需要に対応するため、将来

の基幹となる道路ネットワークの中から、

大津植木線の多車線化や合志インターチェ

ンジアクセス道路等を優先し、令和５年10

月に創設されました地域産業構造転換イン

フラ整備推進交付金を活用し、整備を進め

ております。 

 図にございます緑色の文字で記載してい

る①から⑥が県で事業を進めているもの

で、青文字の①から⑥が市、町で事業を進

めているものです。 

 70ページをお願いいたします。 

 県で進めている事業について御説明いた

します。 

 ①の大津植木線の多車線化につきまして

は、セミコンテクノパーク周辺の東西方向

の道路整備を目的とし、令和４年度に事業

化し、６車線化も可能な幅員で計画を進め

ています。 

 ②の大津植木線・原水２工区につきまし

ては、大津植木線と交差する町道南方大人

足線と菊陽空港線において、円滑な交通を

確保するため、令和５年度に事業化し、立

体交差する計画を進めています。 

 ③の合志インターチェンジアクセス道路

につきましては、国道57号菊陽バイパスと

中九州横断道路の合志インターチェンジを

結ぶ南北方向の道路として、令和４年度に

事業化し、４車線で整備する計画を進めて

います。 

 ①の大津植木線の多車線化及び③の合志

インターチェンジアクセス道路につきまし

ては、現在、今年度の工事着手に向けまし

て、調査設計と用地買収を進めています。 

 また、②の大津植木線・原水工区につき

ましては、大津植木線と菊陽空港線の交差

点において、菊陽空港線側の取付工事に着

手しております。 

 今後の取組といたしましては、セミコン

テクノパーク周辺の交通渋滞解消に向け、

短期・集中的に整備を推進してまいりま

す。 

 今後も、委員の皆様のお力添えをいただ

きながら、予算の獲得、各路線の整備推進

に向けて取り組んでまいりますので、よろ

しくお願いいたします。 

 道路整備課は以上です。よろしくお願い

いたします。 

 

○牧野交通政策課長 交通政策課でござい

ます。 

 資料、ちょっとお戻りいただきまして恐

縮ですが、35ページ、お願いいたします。
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簡潔に説明させていただきます。 

 資料35ページ、航空路線の利用促進につ

いてでございます。 

 空港の旅客数の状況につきましては、昨

年度、国内線利用者数、対前年度比で3.6

％増の約321万人となってございます。過

去最高であった平成30年度と比較をいたし

まして、約98.8％まで回復をしてきている

というところでございます。 

 一方、国際線の利用者数につきまして

は、冒頭富永より説明をいたしましたけれ

ども、約48万人となってございまして、こ

ちらも、過去最高の令和５年度と比較しま

すと、約２倍ということで、過去最高を更

新いたしております。 

 国内線、国際線合わせますと約30万人と

いうことで、前年度比10.8％増、過去最も

多かった平成30年度比で6.7％増となって

おりまして、こちらも過去最高を更新して

いるという状況でございます。 

 続きまして、36ページ、お願いいたしま

す。 

 こちら、阿蘇くまもと空港の令和６年度

の月別旅客数、それから足元の定期便の就

航状況を参考で記載をいたしてございま

す。 

 続いて、37ページ、お願いいたします。 

 阿蘇くまもと空港の国内線の振興につい

て、現状でございますけれども、７路線、

それから、１日37便が就航しております。

昨年４月から今年３月までの有償旅客数

は、対前年度比104.9％となっている状況

でございます。 

 参考４に、阿蘇くまもと空港国内線の路

線別の旅客数を記載してございます。 

 令和６年度の旅客数、利用率を表の左の

欄に記載をしてございますけれども、東京

線につきましては、羽田線、成田線合わせ

まして75.2％、それから、大阪線につきま

しては71.8％、名古屋線が62％、全体で7

3.3％という利用率でございます。 

 続きまして、38ページをお願いいたしま

す。 

 下の欄、2)で今後の取組と記載をしてご

ざいますけれども、２行目の丸、新規路線

の誘致に向けて、こちら、引き続き熊本国

際空港株式会社と連携をいたしまして、チ

ャーター便の造成に取り組み、定期路線の

就航につなげていきたいと考えてございま

す。 

 また、今年３月30日以降の夏ダイヤか

ら、熊本―名古屋線のうち、ＡＮＡ中部線

の運休、それからＦＤＡの小牧線の一部減

便、さらにはジェットスターの熊本―成田

線については、１便減便という状況になっ

てございます。 

 いずれの路線も、本県にとって重要な路

線と考えてございますので、早期復便に向

けた要請、それから協議をしっかりと行っ

てまいりたいと考えてございます。 

 続きまして、39ページをお願いいたしま

す。 

 次に、国際線の振興についてでございま

す。 

 こちらのページにつきましては、国際線

全般についてのこれまでの動きを記載して

ございます。 

 個別の路線の状況につきまして、次のペ

ージ以降で説明をいたします。 

 40ページ、お願いいたします。 

 参考１という表で、国際線全体の運航状

況を記載いたしてございます。それぞれの

路線の詳細は、以下のページに記載してご

ざいますけれども、まとめて40ページのま

ま説明をさせていただきます。 

 現在、ソウル線、それから、釜山線、台

北線、高雄線、香港線の５路線、週39便が

就航してございます。また、今年７月11日

から就航する中国の上海線、それから８月

３日から増便をいたします台湾・高雄線を
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含めますと、６路線、週43便となる予定で

ございます。 

 路線ごとの状況でございますけれども、

まず、韓国線でございますが、ソウル線の

ティーウェイ航空、こちらは週７便のデイ

リー運航をしていただいているところでご

ざいます。アシアナ航空が週３便、それか

ら大韓航空が、今年３月30日より週７便か

ら週３便という形でございますが、運航し

ていただいているというところでございま

す。また、釜山線のイースター航空、こち

らデイリー運航ということでございます。 

 続きまして、台湾線ですが、こちら、台

北線のスターラックス航空、週７便のデイ

リー運航、それから、チャイナエアライン

が週５便となってございます。また、高雄

線は、チャイナエアラインが現在週３便と

なっておりますけれども、今年８月３日よ

り１便増便いただきまして、週４便という

形での就航予定となってございます。 

 また、いろいろお騒がせをしております

香港線につきましては、現在、週４便の運

航となってございましたが、エアラインか

らは、７月以降、10月25日までの夏季スケ

ジュールの期間中について、全便欠航する

との連絡を受けてございます。 

 理由としましては、日本へのインバウン

ド客、これが激減をしているというふうに

伺っているところでございます。こちら、

引き続き、我々の香港事務所等を経由しま

して情報収集をしっかりと進めるととも

に、熊本の魅力をきちんと正確に発信をし

ていくことが大事だと考えてございますの

で、その発信、インバウンド需要の拡大に

向けた取組を継続して行ってまいりたいと

考えてございます。 

 最後に、中国線でございますが、紹介し

ておりますとおり、上海線の中国東方航

空、今年７月11日から週３便で就航の予定

をいただいてございます。 

 資料43ページをお願いいたします。 

 今後の取組、１つ目の丸でございますけ

れども、熊本国際空港株式会社と連携をい

たしまして、既存路線の増便、それから、

東アジア、東南アジア、これを中心とした

さらなるネットワークの拡大に向けた新規

路線の誘致を進めてまいりたいと考えてご

ざいます。 

 また、２つ目の丸でございますけれど

も、国際線の課題、きちんとエアラインを

飛ばしていただくためには、アウトバウン

ド側もきちんと利用促進を図っていくこと

が重要と考えてございますので、県内の旅

行者、それから報道機関の皆様とも連携を

しながら、きちんとＰＲをしていく、積極

的に取り組んでまいりたいと考えてござい

ます。 

 次に、航空物流機能の状況について説明

いたします。 

 阿蘇くまもと空港における航空貨物の取

扱量につきましては、次の44ページにグラ

フも載せておりますので、併せて御覧いた

だければと思いますが、コロナ禍前、ほぼ

横ばいというところでございましたが、コ

ロナ禍で大幅に減少し、その後、今回復に

転じてきているものの、まだコロナ禍前の

水準には届いていないという状況でござい

ます。 

 この阿蘇くまもと空港を通じました貨物

の取扱量の増大に向けまして、これまで空

港側で様々なインフラ整備を行っていただ

いております。また、和牛ですとか柑橘、

それからイチゴを、それぞれ台湾や香港に

輸出する取組を行ってきているところでご

ざいます。 

 そして、現状の一番下の丸でございます

けれども、今年５月、国際航空貨物に対応

するための上屋、こちらを供用開始という

ことになってございまして、開所式も開催

をいたしたところでございます。 
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 これに、今後、大型貨物、それから大量

の貨物の取扱いも、こちらの設備によって

可能となってきますので、空港機能の強化

が進んでいるものと認識をしてございま

す。 

 続いて、44ページ下の片括弧の今後の取

組の欄でございます。 

 １つ目の丸でございますけれども、ＴＳ

ＭＣの進出に伴いまして、この航空貨物に

よるさらなる物流の需要の拡大を見据えま

して、今後も、こちらも引き続き、熊本国

際空港株式会社、それから関係機関などと

連携をしまして、国際航空貨物の輸送拡大

を図ってまいりたいと考えてございます。 

 また、２つ目の丸でございますけれど

も、フルサービスキャリアが就航している

香港、ちょっとこの後欠航という形になり

ますけれども、その復便も含めて進めてい

くということ、それから、韓国への航空貨

物の輸送体制の実現に向けまして、熊本国

際空港株式会社、それから、エアライン、

物流事業者等との協議に、きちんと取り組

んでまいります。 

 そして、47ページをお願いいたします。 

 46ページからの空港の施設整備について

言及をしてございますけれども、こちらの

47ページ、今年３月、一番下の欄でござい

ますけれども、国際路線の拡大に合わせま

して、旅客ターミナルの手荷物の搬送用の

ベルトコンベア、こちらの位置を示したも

のが次の48ページに位置をお示ししており

ます。 

 こちらの赤でお示しをしているところ

に、ベルトコンベアの延伸を行ってござい

ます。これによって、複数社着陸をしまし

て、荷さばきをする、もしくは離陸に向け

た用意をするといったところのこの荷物の

搬送への対応というのに設備を追加したと

いう状況でございます。 

 飛びまして、51ページをお願いいたしま

す。 

 2)今後の取組についてでございます。 

 国際線のさらなる拡充、それから旅客数

への増加にきちんと対応していくことが重

要だと考えてございますので、ハード、ソ

フト、その両面において、空港機能の強

化、こちらを熊本国際空港株式会社と緊密

な連携の下に進めてまいりたいと考えてご

ざいます。 

 まず、空港関係については以上でござい

ます。 

 続きまして、55ページの資料、お願いい

たします。 

 空港へのアクセスの一翼を担っておりま

す空港ライナーの運行の現状について記載

をしております。 

 昨年の利用者数、約15万人というところ

まで上がってきてございまして、過去最高

の利用者数となってございます。 

 今後も、こちらも引き続き、空港ライナ

ーの安全運行、それから定時性の確保に努

めて、事業者を含め、皆様と取り組んでま

いりたいと考えてございます。 

 資料、飛びまして63ページをお願いいた

します。 

 こちら、本委員会の付託事項の２つ目で

ございますが、熊本都市圏交通に関する件

のうちの熊本都市圏交通施策の主な取組に

ついて言及をした部分の一部でございます

けれども、公共交通機関の利用の促進につ

いてでございます。 

 今後の取組、63ページの中段に記載をし

てございますが、熊本県地域公共交通計

画、こちら、国の地域公共交通活性化法に

基づきまして、熊本県の公共交通の現状分

析、それから施策について取りまとめた計

画でございますが、こちら、現行の現計画

の期間が今年度までとなってきておりま

す。 

 これまで、この計画に基づきまして、個
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別の施策事業、事業者の皆様であったり、

市町村の皆様方と協調してやってまいりま

したけれども、来年度以降の新たな計画を

今年度中に策定をすることとしてございま

すので、こちらもきちんと取り組んでまい

りたいと思います。 

 続いて、飛びますけれども、75ページを

お願いいたします。 

 こちら、交通渋滞の解消の関係の箇所の

うちの時差出勤、テレワークなどの通勤行

動変容の促進についての記載でございま

す。 

 現在、交通渋滞解消のソフト対策の一環

といたしまして、時差出勤による交通量の

分散、それから、テレワーク、通勤におけ

る公共交通の利用促進ということで、交通

量の抑制に取り組んできているところでご

ざいます。 

 その取組の一環としまして、昨年９月に

は、県、それから熊本市合同で職員の時差

出勤、テレワークの取組を実施しておりま

す。 

 また、先月８日でございますけれども、

官民連携による時差出勤などの取組の県民

運動化に向けまして、通勤行動の変容です

とか公共交通の利用促進に取り組む企業の

皆様等を登録いたします熊本県渋滞対策パ

ートナー登録制度を創設し、県内事業者20

0社の登録を目標に、今取り組んでいると

ころでございます。 

 さらに、今年９月には、官民連携で１万

人規模での時差出勤、この取組を実施した

いと考えてございまして、熊本県渋滞対策

パートナー登録制度、これを主軸に、県民

の皆様、取組者数をどんどん増やしていき

まして、拡大を進めていきたいと考えてご

ざいます。 

 交通政策課は以上でございます。 

 

○宮原空港アクセス鉄道整備推進課長 空

港アクセス鉄道整備推進課です。 

 52ページをお願いします。 

 (3)空港アクセス改善について御説明を

いたします。 

 1)空港アクセス鉄道の整備の現状でござ

います。 

 下から５つ目の丸の下線の部分ですが、

令和４年12月議会におきまして、空港アク

セス鉄道は肥後大津ルートとすることを表

明し、その後、鉄道整備に向け、路線、線

形の絞り込みなど、検討の深度化を進めて

まいりました。 

 53ページをお願いします。 

 今年度の主な取組の経過でございます。 

 ２つ目の丸ですが、国の施策等に関する

提案・要望活動において、鉄道整備を地域

産業構造転換インフラ整備推進交付金の対

象とするなど、空港アクセス鉄道の整備及

びＪＲ豊肥本線の輸送力強化に対する最大

限の財政支援を要望しております。 

 次の丸ですが、今般、整備ルートの絞り

込み案がまとまりましたので、後ほど別添

資料で御説明いたします。 

 下段の今後の取組でございます。 

 ４つ目の丸ですが、関係町村におきまし

て、整備ルートの絞り込み案に係る住民説

明会を本年７月に実施する予定です。 

 次の丸ですが、概算事業費や需要予測、

Ｂ／Ｃ等につきましては、本年９月頃に公

表できるよう、引き続き取組を進めてまい

ります。 

 別添資料の説明をさせていただきます。 

 それでは、整備ルートの絞り込み案につ

きまして御説明いたします。 

 恐れ入りますが、右上に別添資料と記載

のあります空港アクセス鉄道に係る鉄道概

略設計調査結果概要の資料をお願いしま

す。 

 資料の１ページをお願いします。 

 １、調査の趣旨、概要でございます。 
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 (1)調査の趣旨でございますが、阿蘇く

まもと空港へのアクセスは、自動車での移

動が主であり、朝夕のラッシュ時には想定

時間内に空港に到着できない事態が発生し

ております。 

 こうした状況の中、今後、国際航空路線

の拡充等により、空港利用者の大幅な増加

が予想されますが、熊本市中心部と阿蘇く

まもと空港が鉄道でつながることで、熊本

都市圏の都市機能が一層向上し、半導体関

連企業の円滑な企業活動にも資することか

ら、空港アクセス鉄道は重要なインフラで

あると考えております。このため、肥後大

津ルートによる鉄道整備の具体化に向け、

調査、検討の深度化を進めてきたものでご

ざいます。 

 (2)調査概要でございますが、今回は整

備ルートの絞り込みについて御説明をいた

します。 

 ２ページをお願いします。 

 整備ルートの概要図です。 

 今回、整備ルートの絞り込みを行い、鉄

道ルートの幅を、令和４年度の公表時の青

色の破線の約1.5キロメートルの幅から、

赤色の約500メートルの幅に絞り込んでお

ります。 

 ３ページ、整備ルートの縦断イメージ図

です。 

 左の肥後大津駅から平面で分岐した後、

盛土構造により緩やかに上昇し、高架橋に

移行いたします。高架橋で国道57号や白川

などの上空を通過した後、高遊原台地はト

ンネル構造で整備し、阿蘇くまもと空港に

至るルートとしております。 

 ４ページをお願いします。 

 分岐部、肥後大津駅付近の概要図です。 

 分岐部では、事業費や工期に大きく影響

を与えるような大型物件、いわゆるコント

ロールポイントを極力避けるルートとし、

肥後大津駅周辺の既存施設等への影響を最

小限にとどめることとしております。 

 ５ページ、中間部付近の概要図です。 

 中間部では、単線であります鉄道の速達

性を確保するため、列車の行き違いを行う

施設を整備いたします。なお、大津町にお

いて、中間駅構想も検討されております。 

 また、環境アセスメントの知事意見等を

踏まえまして、地下水への配慮等、環境対

策を検討してまいります。 

 最後、６ページをお願いいたします。 

 終点、阿蘇くまもと空港付近の概要図で

す。 

 空港駅は、開業効果の周辺地域への広が

りや将来の発展性が期待できる空港南側敷

地外の地上に整備することとしておりま

す。 

 駅ホームの位置やターミナルビルへの接

続につきましては、利用者の利便性を第一

に、空港管理者等の関係機関と構造や設備

等の諸条件を調整した上で、今後具体化し

ていくこととしております。 

 空港アクセス鉄道整備推進課は以上で

す。 

 

○高橋首席審議員兼都市計画課長 都市計

画課でございます。 

 57ページをお願いいたします。 

 ２の熊本都市圏交通施策の主な取組につ

いて御説明いたします。 

 (1)都市交通マスタープラン等の概要で

ございます。 

 ２段目を御覧ください。 

 熊本都市圏では、目指すべき将来像を実

現していくための望ましい都市交通体系を

示すとして、熊本都市圏都市交通マスター

プランを平成28年３月に策定しておりま

す。また、都市交通マスタープランで提示

した将来像を実現するため、その実行計画

として、熊本都市圏総合交通戦略アクショ

ンプランを平成30年11月に策定しておりま
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す。 

 59ページをお願いします。 

 熊本都市圏総合都市交通体系調査の概要

についてでございます。 

 交通計画の策定に当たっては、パーソン

トリップ調査を反映することが必要であり

ますが、平成24年の調査から約10年が経過

し、道路や交通結節点整備などの進展によ

り、都市圏交通の状況に変化が生じていま

す。 

 このため、今後の交通施策に適切に対応

するため、再度パーソントリップ調査を実

施し、国、県、熊本市、関係行政機関、学

識経験者、交通事業者、経済団体等で構成

される協議会で、今年度を目標に、新たな

都市交通マスタープランの策定に取り組ん

でおります。 

 中段の主な取組を御覧ください。 

 令和５年10月から11月にかけて、熊本都

市圏５市６町１村の約50万世帯を対象に調

査を実施いたしました。 

 一番下の丸印、昨年12月11日には、熊本

都市圏総合交通計画協議会第５回委員会を

開催し、現況分析結果等の途中経過を報告

しました。 

 主な内容につきましては、前回調査、平

成24年から人口は僅かに増加しているもの

の、総トリップ数、都市圏全体の累計移動

回数は減少傾向にある、総トリップ数の低

下にもかかわらず、朝のピーク時間である

７時から８時台にかけてのトリップ数は前

回調査からほぼ変化がなく、渋滞の一因と

なっていることが分かっております。 

 60ページをお願いします。 

 今後の取組についてでございます。 

 パーソントリップ調査から得られたデー

タを基に、将来の都市圏の交通需要予測を

行いながら、交通事業者や関係市町村など

へのヒアリングを行い、課題解決に向けた

提案施策の立案を行っていきます。 

 また、土地利用計画との整合を図りなが

ら、今年度を目標に、都市交通マスタープ

ランの策定作業を進めてまいります。 

 続いて、2)熊本都市圏総合交通戦略アク

ションプランについて御説明いたします。 

 段落の２つ目の丸印を御覧ください。 

 アクションプランは、都市圏交通に係る

個々の施策の事業主体、実施時期等を明記

し、相互連携の下、進捗管理を行うことに

より、計画的に施策を推進していくことを

目的としております。 

 61ページを御覧ください。 

 ページ中段の推進体制、進捗管理の３つ

目の丸、新たな都市交通マスタープランの

策定に合わせて、都市交通戦略アクション

プランについても、令和８年度を目標に改

定を目指してまいります。 

 少し飛びますけれども、73ページを御覧

ください。 

 5)渋滞解消推進本部の取組について御説

明いたします。 

 熊本都市圏における渋滞解消を図るた

め、庁内関係部局が一体となって課題解決

に向けた取組を迅速かつ強力に推進するた

めに、昨年６月５日に渋滞解消推進本部を

設置いたしました。 

 それから約１か月後の７月18日には、熊

本市の大西市長とトップ会談を開催しまし

た。 

 ここでは、県、市が共通の認識の下、自

動車１割削減、渋滞半減、公共交通２倍を

キーワードに、国とも連携しながら、渋滞

解消に取り組んでいくことを確認しており

ます。 

 最下段の丸印、昨年末の12月26日には、

第２回の熊本県・熊本市調整会議を開催

し、３年以内に行う短期対策として、交差

点改良や10か所のバスベイの整備、信号制

御の最適化などを実施、10年以内に行う中

期対策として、主要道路ネットワーク整備
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などを国、県、熊本市で連携し、主要渋滞

箇所80か所の改善に向けて取り組むことを

公表しております。 

 74ページを御覧ください。 

 上段の丸印、今年３月14日には、第２回

の渋滞解消推進本部会議を開催し、昨年末

の熊本県・熊本市調整会議で示した対策に

加え、周辺市町村を含めた都市圏の渋滞対

策の方向性や具体的対策を公表しました。 

 具体的には、先ほど御説明しました３年

以内の30か所、10年以内の80か所に加え、

セミコン周辺における合志市、菊陽町、大

津町が行います道路整備や益城町が行いま

す市街部における道路や交通広場の整備、

都市圏南部エリアにおける慢性的な渋滞へ

の対策も進めていくことを追加しておりま

す。 

 最後に、今後の取組を御覧ください。 

 熊本都市圏における渋滞対策について

は、熊本市を含む周辺自治体とも連携しな

がら、都市圏全体で取組を進めてまいりま

す。また、これらの取組の方針や内容につ

いては、滞解消推進本部などとの会議など

により、県民の皆さんに分かりやすく情報

発信していきます。 

 都市計画課からは以上です。 

 

○大薮交通規制課長 交通規制課でござい

ます。 

 続きまして、資料の71ページにあります

信号制御の高度化について説明したいと思

います。 

 県警察では、熊本都市圏の交通渋滞に対

応するために、交通データをリアルタイム

に収集するための光ビーコンや、車両感知

器を設置し、収集した交通データを基に算

出した最適な信号周期による制御指令が可

能となる集中制御式信号機の整備拡大を行

うことで、信号制御の適正化に努めており

ます。 

 また、交通渋滞などの交通情報を、交通

情報板やカーナビを通じて情報提供するこ

とで、交通流の分散を促して、交通の円滑

化も図っております。 

 今後の取組につきましては、交通流の変

化に的確に対応するために、光ビーコンな

どのデータや交通流監視カメラの情報など

を活用しながら、さらに最適な信号機制御

となるような見直しに努めてまいります。 

 続きまして、新交通管理システムの整備

についてでございます。 

 資料の72ページをお願いいたします。 

 新交通管理システムＵＴＭＳとは、光ビ

ーコンなどを活用して交通量の最適な管理

を行うシステムでありまして、サブシステ

ムである交通情報提供システム、公共車両

優先システムなどを整備することにより、

交通の安全と円滑を向上させるものです。 

 まず、交通情報提供システムについてで

すが、カーナビや交通情報板などを通じて

ドライバーに渋滞や目的地までの旅行時間

などの情報を提供することにより、交通流

の分散を促し、交通の円滑化を図るシステ

ムです。 

 次の公共車両優先システムにつきまして

は、路線バスや路面電車の定時性の確保と

利便性の向上を図り、マイカーから公共交

通機関への転換を促すことを目的としたシ

ステムでありまして、進行方向の信号機の

青時間を延長するなどの優先整備を行うも

のであります。 

 今後も、県警察では、光ビーコンなどを

効果的に整備し、きめ細やかな交通情報を

ドライバーに提供することにより、交通流

の分散を促すなど、安全で快適な交通環境

の整備に努めてまいります。 

 交通規制課からは以上になります。 

 

○橋口海平委員長 執行部からの説明が終

わりましたので、これまでの説明内容につ
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いての質疑に入ります。何かございません

か。 

 

○前川收委員 まず、14ページであります

が、熊本環状連絡道路が今回事業化される

ということの中で、その下の事業調整会議

という括弧書きの下のほうに、提案という

ことで、中九州横断道路の早期整備が必要

であり、大津西インターチェンジから下硯

川インターチェンジについて、接続する九

州縦貫自動車道と同水準の管理水準、料金

水準で有料道路事業を導入していただくよ

うに提案するということでここに書いてい

ただいております。 

 私は、もともと有料道路でやるべきだと

いう話をこの委員会の中でも何回もやらせ

ていただいているわけで、いよいよ具体的

に有料道路方式というものが動き出すとい

うふうに思いますが、非常に原則的な話で

恐縮でありますが、なぜ、有料道路方式の

ほうを選びたいのか、やりたいのか。 

 それは、やっぱり県民の皆さん方にきち

っとそこの部分の説明をしないと、有料だ

からいいんですだけじゃだめで、要は有料

であればお金がかかるわけですから、有料

道路化することに対するメリットについ

て、しっかり説明をしていただきたいとい

うことが１つです。 

 それから、２つ目は、熊本天草幹線道

路、これも県工事分というところがまだ残

っていて、国交省施工でやっていただいて

いる宇土半島は、かなりのピッチで私は進

んでいるように見えていますけれども、

今、１号橋を渡った後の天草に入った部

分、これが県でやらなきゃならない事業箇

所になっていて、県で頑張っていただいて

おります。既に、一部松島道路は、有料道

路でやっていらっしゃいますね。今、大矢

野トンネルは、その話がないわけでありま

すけれども、一部もう既に有料道路化して

ある天草道路についても、まあ、これはこ

れから、ここで即答というわけじゃないで

しょうけれども、有料道路化をするメリッ

トがないのかなということを考えておりま

す。 

 歴史的に言えば、過去に天草五橋という

のは有料でありました。５つの橋を架けて

いただいた、海に渡したあの橋は有料であ

りまして、もう回収しておられて今は有料

じゃありませんけれども、そのことの検討

はしてあるのかないのか、そのことについ

てお尋ねをしたいと思います。 

 それからもう１つ、70ページですね。セ

ミコンテクノパーク周辺の交通渋滞につい

て、様々県でやっていただいている事業や

市町村のほうでやっていただいている事

業、頑張っていただいております。 

 昨日の質問の中でも出ておりましたが、

完成目標令和10年、これは市がやっている

部分についても、10年度中に完成目標とい

うことで言葉が出ておりましたが、同時

に、私は、中九州横断道路の合志インター

までをぜひ令和10年度中につないでいただ

きたい。 

 その根拠は、今言ったように、この周辺

整備の道路を令和10年度中に造りたいんだ

と、特に合志インターのアクセス道路も造

りたいという話を、県はしっかり目標設定

しながら頑張っているということを前提

に、であれば、国土交通省もそれに合わせ

て御努力をいただきたいという話をしてお

りますが、なかなかやっぱりかなり広範囲

になってきているという状況もありますの

で、現状の進捗状態は、今、ここで書いて

はありますけれども、現状についてちょっ

とお知らせいただければありがたいという

ふうに思っています。まあ、具体的には、

令和10年目標達成できますかという話で

す。 

 それと、最後に、アクセス鉄道の話をち
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ょっとさせてください。 

 今朝、新聞を見たら、今日議論される内

容についてしっかり書いてありました。あ

ららと思っておりましたが、先ほど説明を

受けた中で聞けば、新聞のほうが詳しく書

いてありましたね、さっきの説明よりも。 

 まあ、場所についていろいろここに書い

てありますけれども、空中を通すか地下を

通すかとか、200メーターとかですね。今

日、今説明がなかったことまで新聞には書

いてあったのでびっくりしまして、今日そ

の説明があるのかなと思ったら、その説明

はなくて、今でも新聞のほうが詳しいとい

う状況になっています、説明の内容はね。 

 そこででありますが、そもそもアクセス

鉄道の議論をこの委員会の中でもずっとや

ってきました。アクセス鉄道でやる以上、

空港利用者の利便性から見れば、新しい、

まだあのときは空港ビルを造る前から話が

あっていたわけでありますから、空港ビル

にどうアクセスさせるかということについ

てもこの中でお話をしていて、できれば直

結できたが一番いいんじゃないかという話

もあの中でずっとやってきました。 

 ただ、今日出た結論から見れば、直接乗

り入れることはなくて、ここに書いてある

とおり、敷地外と、空港南側の敷地外の地

上という形に今話がなっているというこ

と。ある程度そこはもう確定的に、そこは

もう文書で書いてありますから、説明文書

の中にありますから、南側敷地外の地上と

いう形になっております。 

 そこででありますけれども、なぜ敷地外

になったのか。そもそもの議論で言えば、

空港利用者の皆さん方のためには、よりこ

の空港のターミナルに近いところのほうが

いいに決まっているわけですね。であるに

もかかわらず、敷地外の空港南側というこ

とになったというのは、いろんなマイナス

もプラスも両方あると思うんですね。そこ

の説明をしっかり言わないと、言ってもら

わないと、私たちは、県民の皆さん方にな

ぜこうなりましたという説明ができないこ

とです。ただ県が決めたからそうなんです

じゃなくて、様々検討を長い時間かけてや

っていただいているわけでありますから、

その検討の内容に照らしてこのような結論

を導き出したということ、そのことについ

ての説明をいただきたいと思っておりま

す。 

 以上です。 

 

○大和道路整備課長 道路整備課でござい

ます。 

 まず、委員から御指摘がありました中九

州横断道路の有料事業化、そのメリットと

してということでございますが、中九州横

断道路、皆様御承知のとおり、半導体集積

に伴います物流の効率化、人流の円滑化の

ためには、どうしても早期整備が必要だと

考えております。 

 そのために、最も有効な手法として、こ

れまで検討を進める中で、有料道路制度と

いうのも一つの選択肢だというふうに考え

て、検討を進めてまいりました。 

 そのほかにも、定時性、速達性の確保で

すとか、その後の維持管理等の多くのメリ

ットがあります。その辺りも含めまして、

しっかりと住民の皆様方に説明して、導入

に向けて円滑に進むように努めてまいりた

いと考えております。 

 次に、２点目の熊本天草幹線道路の有料

化についてです。まず熊本天草幹線道路に

つきましては、これまでに、松島有料を含

めまして、松島有明道路、そして天城橋を

含みます三角大矢野道路、本渡の第２瀬戸

橋の区間等々を整備を進める中で、それか

ら切れ目なく整備を進めるために、現在、

大矢野道路の整備、そして本渡道路から続

きます本渡道路Ⅱ期の整備を進めていると
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ころでございます。 

 これまで、そこの区間に有料を入れるか

どうかという検討は行ってないところでは

ございますが、確かに、委員御指摘のとお

り、早期整備という観点から、中九州横断

道路を有料でお願いをしているところでご

ざいますので、どのような対応ができるの

か含めて、今後検討をさせていただければ

と思います。 

 そして、３点目のセミコンテクノパーク

周辺で取り組んでおります大津植木線の多

車線化及び合志インターチェンジアクセス

道路につきましては、令和10年度の完成に

向けて、今、精いっぱい取り組んでいると

ころでございます。 

 昨年の９月に都市計画事業認可を取得い

たしまして、10月から用地交渉に着手し、

昨年度末までに全ての地権者の方々、一旦

の接触を終えております。 

 道路整備は、どうしても用地買収をしっ

かりと進めていく必要がございまして、こ

れまでに98名の地権者の方から御同意いた

だきまして、93筆、地権者ベースでいきま

すと、約２割の方々、25％近くの御同意を

いただいておりますので、まずはしっかり

と用地買収を進めて、工事着手につきまし

ても、整った区間から着手できるように進

めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

 

○菰田土木部長 委員からの御指摘、御意

見、ありがとうございます。 

 今道路整備課長のほうがお答えしました

メリット、基本的にはそういうことではご

ざいますけれども、なぜ有料なのかといっ

たところで、少し補足をさせていただけれ

ばと思います。 

 道路の整備財源につきましては、公共事

業の制約ある予算の中で事業を進めていく

というのが一般的な整備かと思いますが、

有料道路化をすることに伴うメリットとし

ては、お金を借りて、その借りたお金でさ

らに整備が推進されます。当然、借りたお

金ですので、返さなければなりませんけれ

ども、それを頂いた料金の中からお支払い

するということで、比較的集中的に整備で

きるので、整備期間が短縮できるというメ

リットがございます。 

 そういう意味で、先ほど道路整備課長が

御説明しましたけれども、目的を達成する

ためには有料道路が有効であるという判断

で、県や熊本市からも提案させていただい

たところでございます。 

 以上でございます。 

 

○宮原空港アクセス鉄道整備推進課長 空

港アクセス鉄道整備推進課でございます。 

 先ほど御質問いただきました今朝の新聞

報道につきましては、今日の説明内容より

詳しいじゃないかという御指摘、もっとも

かと思います。そこは大変申し訳ございま

せん。その上で、空港駅の位置を南側にし

た理由ということでお答えさせていただき

たいと思います。 

 それと、空港駅の具体的な場所ですと

か、デッキで渡す、地下から渡すとか、そ

ういった話はまさに検討中でございまし

て、当然そこは、またお示しできる段階に

なれば御報告差し上げたいと思っておりま

す。 

 その上で、南側にした理由でございます

けれども、まず積極的な理由とあと消極的

な理由と２つあるとすれば、積極的な理由

といたしましては、開業効果の周辺地域の

広がりですとか、将来の発展性が期待でき

るのではないかということが１つでござい

ます。 

 空港利用者にメリットをとどめることな

く、通勤ですとか通学の需要等も想定して

おりますので、周辺住民の皆様方の利便性
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に資するのではないかということが積極的

な理由で考えております。 

 あと、消極的な理由といたしましては、

空港施設の中には滑走路ですとか空港ビ

ル、空港施設がございますので、そこの地

下を掘ると、どうしても近くに寄せるとな

ると、地下駅という形になると思いますけ

れども、そこに寄せるとなりますと、やは

り地盤沈下等に配慮した、きちっとしたよ

り強固な工法でやる必要がありまして、ト

ンネルを掘るにしましても、掘削しながら

擁壁を補強していくようなシールド工法と

いうことで、より工法的にも費用がかかる

ですとか、あと駅を設置するにしまして

も、開削して現状の駐車場に御迷惑をかけ

る時間も長くなってしまうとか、そういっ

た負の事情もございますので、そういった

全体の事情を考慮いたしまして、今回の御

報告とさせていただきました。 

 以上でございます。 

 

○富永企画振興部長 ただいまの空港アク

セス鉄道の説明に関して、補足申し上げま

す。 

 まず、空港アクセス鉄道は、空港のアク

セスの課題を抜本的に解消するものであ

り、また、熊本都市圏の渋滞、これの解消

にも資する極めて重要な事業であるという

ふうに考えております。 

 このため、空港アクセス鉄道の問題につ

きましては、この県議会の場で、そしてこ

の委員会の場でもこれまで議論を重ねてま

いりました。 

 今回の空港アクセス鉄道のルート線形の

決定につきましても、この委員会の場で発

表したいというふうに考えておりました

が、我々がこれまで、その内容につきまし

て、この空港の運営会社ですとか、ＪＲ九

州などの関係事業者ですとか、周辺市町

村、そうした方々と協議をしており、情報

管理もしっかりとしてまいったところでは

ありますが、残念ながら結果としましては

事前に情報が出てしまったということで、

大変申し訳なく思っております。おわび申

し上げます。 

 その上で、ただいま申し上げました空港

の場所につきましては、空港敷地外の南側

ということで考えております。 

 こちらにつきましては、ただいま課長が

申し上げましたとおり、周辺地域の開発の

可能性を高めるというところに利点がある

というふうに考えておりまして、特に南側

につきましては、東海大学が所在するです

とか、あるいは現在は農地等が広がってい

るところではありますけれども、さらに今

後そういったところの可能性ですね、開発

する可能性、そういったところもあろうか

というふうに考えておりまして、発展の可

能性を踏まえ、敷地外を決定いたしたとこ

ろでございます。 

 また、空港敷地外で整備するに当たりま

しても、利用者の利便性の確保、これが極

めて重要であるというふうに考えておりま

して、空港敷地外と空港のターミナルビル

を接続するに当たっては、空中回廊または

地下通路、こういったところでのアクセス

が必要となりますが、なるべく空港の利用

者の利便性、こちらに配慮した形での整備

を進めていきたいというふうに考えており

ます。 

 以上です。 

 

○前川收委員 まず、高速道路有料化の話

でありますけれども、私自身は、早く有料

化すべきだと、そのほうがいいと。皆さん

おっしゃらなかったけれども、現場感覚で

言えば、多分あの場所を無料でそのまま開

けてしまうと、みんなそこに乗っちゃっ

て、普通の一般車両は全部そこのいわゆる

高速道路に乗っていって、そちらのほうで
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渋滞が発生するんじゃないかなというの

を、私自身はですね、あの地域に住む人間

として感じておりましたので、有料化する

ことによって片側２車線の４車線になる。

なおかつ、急ぐ人は有料道路、高速道路に

乗ってくださいと、急がない人はゆっくり

下の道を走ってくださいということに、仕

分け、目的が変わっていって、そのことに

よって一般道のほうの渋滞解消にもつなが

るということであります。 

 なおかつ、今おっしゃっていたとおり、

道路を造るための原資ですね、これはどこ

だってお金がかかるわけでありますけれど

も、その原資が、一般的な公共事業の原資

でいけば、なかなかそれをしっかり取ると

いうのは難しい。時間もかかる。それを、

能動的に借入れをして、その上で利用料で

払うという効率的なやり方ということが仮

にできるのであれば、そちらのほうがいい

というふうに私は思っておりましたので、

そういったことも、できれば、単に有料化

しますということの前提の中で、理由はこ

うこうこうですということをしっかり、丁

寧に県民の皆さん方にちゃんと御説明をい

ただければなというふうに思っています。 

 さっきの、多分無料にすればみんな乗っ

て高速道路が渋滞するんじゃないかという

話なんかは、御説明にありませんでしたの

で、そういうこともぜひ加えてもらえれば

――これは私の想像の話ですからね。根拠

があるかないかはそちらでつくっていただ

かなきゃいけないと思いますが、そういう

話もしてもらえればありがたいなというふ

うに思っています。 

 ということは、同様の理由で、なかなか

やっぱり厳しい環境にある熊本天草幹線道

路、天草の道を早く造らないといかぬと、

もう大分長い間ある課題で、そこを頑張っ

てはいただいていますけれども、なかなか

進まないということから見て、今おっしゃ

っていたような理由で見れば、十分検討し

ていく余地があるんじゃないかなというふ

うにも思います。 

 ただ、これは、もちろんしっかり説明責

任を果たしながらやらなきゃいけないこと

ではありますけれども、既に部分的には有

料を導入してあるわけでありますので、何

かちょっとちぐはぐに私は感じるんです

ね。松島道路は有料でやって、ほかは無料

でやっていると。何かあそこだけちょっ

と、１か所だけ何か料金所を造ってやっ

て、天草側から熊本方面に向かっていけ

ば、手前のインターチェンジで下りれば無

料ですとかね。何となくどうなのっていう

そんな感じもいたしておりますので、ぜひ

そこは検討してみていただければと思いま

す。 

 それから、セミコンテクノの周辺整備に

ついては、令和10年度目標ということで、

これから大変だと思います。もうちょっと

進んでいるかなと思いましたけれども、大

変だと思いますけれども、この間、新聞で

ちょっとショッキングな話が出て、あれは

事実とは違うということでありましたけれ

ども、ＪＡＳＭの第２工場について、延期

するという話があって、その後にＪＡＳＭ

側からはそういうことではないという話が

ありましたけれども、いずれにしても、Ｊ

ＡＳＭだけじゃなくて、周辺住民の皆さん

方にとっても、あの地域の渋滞解消という

のは、非常に大きな課題であります。 

 ですから、これは、令和10年度中という

のは本当に高いハードルで、ものすごいス

ピードだと思っています。思っていますけ

れども、ぜひそれをやり遂げていくという

ことで頑張っていただければと思います。

答弁は要りません。 

 それから、最後に、アクセス鉄道の話で

ありますけれども、空港アクセス鉄道とい

う議論をしてきた流れの中から見れば、や
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っぱりあらっという感じがあると思いま

す。 

 まあ、費用対効果、それはお金は無尽蔵

にあるわけじゃないから、そのマイナスの

部分の理由も当然あるということだとは思

いますけれども、これから先は、さっき部

長もおっしゃったけれども、この場所にな

っても空港利用者の利便性は変わらない、

例えばですよ、これはもう要望に近い話で

ありますけれども、200メーター、これは

新聞情報ですけれども、200メーター離れ

るという話でいくなら、その200メーター

を歩いていくのと。要は、空港利用者は、

それなりの荷物を持っていらっしゃると思

います。どこの空港でも、今は動く歩道的

なものがあって、要するに歩かないで済む

というか、まあ動く歩道も歩いていらっし

ゃる方もいらっしゃいますけれども、そう

いったことをしっかりと検討をしてもらっ

て、空港利用者の利便性を落とさないこ

と、雨が降ってぬれましたということもな

いように、つまり、まあそれでも少し利便

性は下がると思いますけれども、ターミナ

ルに直結することとほぼ変わらないような

条件をちゃんとつくっていくということが

最低限の要件だと思いますので、ぜひその

ような検討をしていただきたいというふう

に思いますし、加えて、ターミナルから外

に出した部分のメリットをこれからどう生

かしていくか、よかったねと言われていく

結果をやっぱりつくっていかなければいけ

ないと思っています。 

 当然、周辺は非常に可能性のある地域だ

というのは、部長がおっしゃったとおりで

ありまして、私たちも、空港周辺というの

は非常に大きな可能性がある地域だなとい

うことは感じておりますので、その可能性

を生かすことを、これは企画振興部だけじ

ゃなくて、全庁的な取組の中で、やっぱり

駅が生きてきた、よかったねと、結論とし

てよかったねと言われるようなことを全体

として取り組んでいただきたいというふう

に思いますが、部長、いかがですか。 

 

○富永企画振興部長 ただいまの御指摘

は、極めて重要だと認識しております。 

 まず、今回、駅位置を決定いたしました

が、利用者の利便性、この確保をしっかり

やっていきたいというふうに考えておりま

す。 

 この空港、我々どもの計算ですと、空港

の敷地の外に出るまでの距離が、直線距離

で120メートルとなっております。また、

空港の実際の駅の設計でありますとかター

ミナル側の設計によっては、約200メート

ル程度になることもあろうかと思います

が、直線距離で申しますと、120メートル

を現在試算をしているところでございま

す。 

 その上で、その間をどう結ぶか。やはり

駅に到着してから、空港の実際飛行機に乗

るまで、それまでの時間的な距離、また、

その移動の負担、そういったところを軽減

するための措置、これはしっかりと考えて

いきたいというふうに考えております。 

 また、このたび、駅位置が空港南側の敷

地、空港敷地外ということで、その場所を

最大限生かす、こういったことを、これか

ら全庁挙げてしっかりと検討してまいりた

いというふうに考えております。 

 

○前川收委員 頑張ってください。 

 以上です。 

 

○橋口海平委員長 ほかにございません

か。 

 

○前田憲秀委員 御説明ありがとうござい

ました。 

 アクセス鉄道について、私ももう１回確



第12回 熊本県議会 交通ネットワーク整備推進特別委員会会議記録（令和７年６月18日) 

 - 21 - 

認をしたいんですけれども、今日、報道

で、一面でゴシックで旅客ビルと駅直結検

討と書いてあって、私は、おおっとこの見

出しを思ったんですよね。 

 読んでみると、今御説明があったよう

に、200メートルなのか、120メートルなの

か、駅から空港ターミナルビルまで歩いて

くださいなのか、エレベーターができるの

か分かりませんけれども、そういう直結。

私がイメージする直結は、やっぱりどうし

ても空港ターミナルビルの下というイメー

ジだったんですね。 

 先ほど、消極的、積極的の説明がありま

したけれども、まず消極的のほうから、こ

れは予算的にも絶対無理だったんですか

ね。駅ビル下、もしくは私は道路の下ぐら

いは可能なんじゃないかと思ったんですけ

れども、そういう結論なんですか。今しか

言えないので、ちょっとお尋ねですけれど

も。 

 

○宮原空港アクセス鉄道整備推進課長 駅

の設置場所等については、内部で様々検討

しておりますが、今回、空港の中に設置す

るというふうな場合には、概算の事業費的

なことで申し上げますと、空港内に地下で

申し上げますと、大体150億以上の差が出

るかなというところで概算しております。

そういったことも踏まえまして、今回、そ

ういった理由も考えております。 

 

○前田憲秀委員 もう１つ、そこで、白川

を渡ってトンネルに入って、高遊原台地の

中を上昇してくるわけですよね。で、今の

説明だと、南側に地上駅。私は、より深

い、可能なところに深いところの地下駅で

あれば、その上昇分は削減できるんじゃな

いかと素人的にも思うんですけれども、そ

れでも予算的にはとても無理だということ

でいいんですかね。地下駅であればです

よ。上昇しなくていいということでしょ

う。（発言する者あり）そういう検討も行

ったのかというのもお聞きしたいんですけ

れどもね。 

 

○宮原空港アクセス鉄道整備推進課長 鉄

道の勾配につきましては、おっしゃるとお

り、国ですとかＪＲ等がされている基準に

基づきまして設計を行っておりまして、そ

の勾配でも上がってこれる線といいます

か、そういったのを取りながら駅に至って

おるところでございまして……。（発言す

る者あり） 

 

○前田憲秀委員 説明が悪かったですか

ね。 

 別添の３ページで、赤でずっと上昇して

いるじゃないですか、地上駅まで。私は、

地下駅であれば、その上昇勾配は減るわけ

ですから、それでもやっぱり予算的にはと

いう、そういう判断をされたのかなと。空

港ターミナルビルの下に駅というのは私も

大変だと思うんですよ、もう既に建ってる

わけですから。立体駐車場の下なんかも、

相当な基礎があるので、その下にというの

は非常に大変だと思うんですけれども、よ

り深く、なるだけ空港ターミナルビルの下

にというのは、これは勾配が低くなるわけ

ですから、それでもやっぱり高くなるんで

すかね。これはもう今しか言えないので、

ちょっとお尋ねなんですけれども。 

 

○宮原空港アクセス鉄道整備推進係長 今

回の検討といたしましては、やはり空港の

敷地の下に駅を設けること自体が、そうい

ったより強固な工法を取ったりする必要が

ありますし、また、駅から上がってくる口

を造るにしても、現在の空港施設に影響が

出るというふうなことで考えておりますの

で、その勾配を深くしてというところでは
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なく、もう空港施設の下に設けることが、

それだけ今コストがかかるということで考

えております。 

 

○坂本交通政策・統計局長 私も昨年度や

っておりましたので。 

 駅の場所につきまして、空港地下駅の場

合であっても、今委員おっしゃったよう

な、すごく深いところという形ではなく

て、地下駅をボックスを地上から埋め込

む、それがやはりコスト的にも時間的にも

非常に合理的だということで、その部分を

検討しております。東京の地下鉄のよう

に、その深いところで造るというところに

ついては検討はしておらず、全体として地

下駅型のボックスを埋めるという形の比較

検討をしております。 

 以上です。 

 

○前田憲秀委員 ありがとうございまし

た。 

 じゃあ、次は、積極的なほうをお尋ねし

ようと思うんですけれども、部長からも、

周辺地域の開発、様々期待ができると。そ

れは分かるんですけれども、そもそもアク

セス鉄道の目標は、先ほどからもあったよ

うに、利便性、速達性をいかに確保する

か、で、いつまでできるのかというのは、

今、ものすごく県民の皆さん方も注目する

ところだと思うんですよね。その将来的な

話は分かるんですけれども、それは何かど

うしても取ってつけたようなイメージがあ

ります、アクセス鉄道としてですね。 

 ですから、私は、もう200メートルなの

か120メートルなのか分かりませんけれど

も、やっぱり雨風をしのげて、そして動く

歩道っていうんでしょうか、そういうとこ

ろまではしっかり検討していただきたいな

と思いますけれども、重ねて、いかがでし

ょうか。 

 

○宮原空港アクセス鉄道整備推進課長 そ

の点につきましては、利用者の方の利便性

を第一に、そういった観点も踏まえなが

ら、これから関係者と調整しながら検討し

てまいりたいと考えます。 

 以上でございます。 

 

○前田憲秀委員 じゃあ、最後、すみませ

ん。 

 アクセス鉄道の必要性を、我々も市民、

県民にしっかり訴えますので、これができ

たらこうなるんですというのをしっかり訴

えないといけないものですから、ここじゃ

ないとできませんでしたみたいな感じじ

ゃ、なかなか説得力がないんですよ。ま

あ、やむを得ない部分もあるんでしょうけ

れども、そこもしっかりと検討して、これ

からいいものやっぱり造っていただきたい

なと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 

○池田和貴委員 じゃあ、すみません。ち

ょっと今関連してなんですけれども、でき

る前のイメージとして、空港の地下にある

と、割と問題なくすっと行けるというイメ

ージがあって、外にすると、ちょっと利便

性が落ちるようなイメージがあって、そう

いうのは皆さん方から今意見出ていると思

うんですが、すみません、私は全ての空港

を回ったわけじゃないんですが、例えば福

岡空港は、地下鉄で空港の下まで来ていま

すけれども、私からすると、結構歩くイメ

ージがあるんですよね。羽田空港もそうで

すよね。羽田空港も、例えば、モノレール

だと少し早いようなんですけれども、京浜

急行を使うと割と歩いていく時間が長い。

じゃあ、地上駅でいくと、伊丹空港のモノ

レールもありますけれども、伊丹空港のモ

ノレールとじゃあ福岡空港と羽田空港と比
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較したら、そんなに歩くイメージがあるか

なと、私はそうはないんですよね。 

 まあ、何を言いたいかというと、やっぱ

りそういうことは分かりやすく説明をして

いくことが大事なんじゃないかなというふ

うに思っていまして、私の拙い経験からす

るとそういったところもあって、もちろん

下まで行って早く行けるところもあるかも

しれませんが、そういうのを分かりやす

く、また、いろんな、みんなが経験したこ

とがあるようなことも含めて説明をするこ

とは大事なのかなというふうにちょっと私

は感じましたので、そこについてはちょっ

と私の意見として言わせていただきたいと

思います。 

 というのは、これは関連で、すみませ

ん、先ほど前川委員のほうから有料道路の

話がありましたので、天草のことも触れて

いただきましたので、ちょっとその件につ

いて。 

 確かに、分散効果というのはあると思う

んですよ。今の有料道路で、無料部分か

ら、下の一般道路から行く人と有料道路を

そのまま行く人、これは多分数値で見れば

分かると思うんですが、結構連休のときと

か、上の有料道路を来ても、渋滞してなか

なか出られないという苦情があるように、

あれは、もし全部無料だったら、全部あそ

こに来て、かなり渋滞するんじゃないかな

と私は実際感じています。 

 だから、ある意味、前川委員がおっしゃ

られたように、有料にすることによって早

くできるというメリットと、その後、いわ

ゆるその分散効果でスムーズな交通が期待

できるというところは、私はすごく実感と

してありますので、やっていただきたいと

思います。あと熊本天草幹線道路ですね。

本当、これは早く進めていかなきゃいけな

いと思いますので、早く進めていけるので

あれば、そういったのも選択肢なのかなと

いうふうに思っています。 

 特に、今の２号橋から５号橋、この橋の

区間をやるときには、やっぱりそこは検討

課題かなと思っていますが、ただ、今の条

例でいくと、有料道路は、料金徴収してか

ら28年で無料にするという条例になってい

るんですよね、たしかね。（「30年」と呼

ぶ者あり）30年か。30年で無料になるとい

う条例になっているので、その条例ができ

たときの社会的な問題と今の実際の道路予

算とかに関することを考えると、その条例

も含めて考え直したほうがいいんじゃない

かなというふうに私は考えています。 

 というのは、やはり松島有料道路も、20

年過ぎると、地元からはいつ無料になっと

やみたいな話が出てくるわけですよね。そ

れは出てくるんですよ。ですから、今の現

状を踏まえて、本当に無料でいくのか有料

でいくのかというのも、併せて私は検討す

るほうがいいんじゃないかと思うんです

が、そこについては、すみません、土木部

のほうからちょっと御見解をいただきたい

と思います。 

 

○大和道路整備課長 ありがとうございま

す。 

 まず、有料道路の分散区間につきまして

は、先ほど前川委員からの御指摘もありま

したし、今の池田委員からの御指摘も踏ま

えて、丁寧に説明をしていきたいと思いま

す。 

 有料、無料については、確実な早期整備

のためには必要な財源として、先ほど部長

からも述べましたように、公共事業とは別

枠で予算を確保できるわけでございますの

で、その中で、実際にどれくらい、交通量

ですとかそういったところも含めて、有料

道路制度が活用できるかどうかを含めてし

っかりと検討させていただければと思いま

す。 
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 以上でございます。 

 

○池田和貴委員 ぜひ検討を進めていただ

きたいと思います。 

 やっぱりなるべく早く通してほしいとい

うのが、少なくとも私が知る大多数の住民

の皆さん方の希望だと思いますので、まず

早くできる手法として考えていただけれ

ば、もう最初から説明を拒否するというこ

とではなくて、皆さん聞こうかなっていう

気になっていただけるんじゃないかなとい

うふうに思っておりますので、ぜひよろし

くお願いしたいと思います。 

 すみません、ちょっともう１点聞いとい

ていいですか。 

 

○橋口海平委員長 はい。 

 

○池田和貴委員 すみません、もう１点、

これは県警の皆さん方にちょっと聞きたい

んですが、資料が72ページ、新交通管理シ

ステムＵＴＭＳの整備の中で、今は、その

交通情報提供システムＡＭＩＳというの

で、いわゆる渋滞情報とかを平成12年から

運用して提供しているということなんです

よね。ですから、もうかなりの期間情報が

蓄積してきて、その蓄積した情報があると

思うんですよ。 

 とすると、この蓄積した情報って、解析

すると宝の山なので、私が思うのは、もう

平成12年からこの長い道路の情報があるの

であれば、これを、今だったらいわゆるＡ

Ｉで解析をして、この時期だったら、例え

ば１年間の時期、また時間帯によって――

これは平成12年ですから、もう24～25年ぐ

らいのデータがあるわけですから、そのデ

ータで、いわゆる期間で、時間帯でどれく

らい渋滞するとか、そういう情報ってここ

からできて、そのためには信号の制御って

こうしたほうがいいんじゃないかっていう

のは、ＡＩ使えば何かできるんじゃないか

なって、ちょっとすみません、思ってしま

うものですから、そういうことはできない

のかなと思ってですね。ちょっとそこをお

尋ねしたいと思います。 

 

 大薮交通規制課長 委員から御指摘のあ

りましたビーコンなどから蓄積されている

データですけれども、これにつきまして

は、御案内のとおり、データ蓄積されてお

りまして、県警内でも活用しているところ

であります。 

 また、県警だけではなくて、県の道路交

通政策ですとか、そういった際の検討の資

料というような形でも照会依頼があってお

りますので、その指定されたポイントにお

ける交通量、時間帯とかで区切って照会し

ているんですけれども、そういった照会に

は回答して活用しているところでありま

す。 

 県警におきましても、ＡＩにつきまして

の検討が、話には出ているんですが、詳し

く本腰入れた検討まではまだ至っておりま

せんので、今後、そういったＡＩを使って

のそのデータの有効活用、これについても

検討を進めていきたいと考えております。 

 

○牧野交通政策課長 すみません、私、昨

年度、デジタル戦略推進課にもおりました

ので、ちょっと併せて、また、交通政策課

の立場から今の件について。 

 非常に重要な御指摘だと思っておりま

す。県内に様々、警察の方も含めて、デー

タ取っているものがございますので、これ

を使わないともったいないということもあ

ると思いますし、県民の皆様も、今、実際

どこまで手を打ってくれているのかという

のを伝わり切れてない部分に御不満を抱か

れているんじゃないかということも肌感と

して感じておりますので、きちんとそのデ
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ータを解析、分析して使えるものは、総動

員して皆さんにきちんと見える化をしてい

くということは重要だと考えております。

そこについて、県警の皆様と連携をしてや

っていきたいと思います。 

 

○池田和貴委員 はい、分かりました。 

 今、県警さんと交通政策課のほうから、

非常に前向きな答弁いただきましたので、

ぜひやっていただきたいと思います。 

 すみません、私が記憶しているところに

よりますと、この天草の未来大橋が開通し

たときも、未来大橋が開通したのはいいん

だけど、その先、天草地域に入ってからの

いわゆる渋滞が出ないように、県警の方

が、非常に能力のある、その信号制御とか

の時間にスキルのある方がそこをしっかり

と見張っていただいて、未来大橋ができた

後も、市内で渋滞がしないようにというふ

うにやっていただいて、それで未来大橋も

スムーズな運行ができて、今は本当天草の

人たち、本当よかったね、あの橋ができて

っていうようなことになっているんだと思

うんですよね。いわゆるストック効果が本

当に非常に現れていた例だと思うんです

が、そういう意味で、今言った、今までの

いわゆる経験から踏まえて信号制御できる

という人に代わっていくのが多分ＡＩなん

だと思うんですよね。 

 ですから、そういったものをやっぱり積

極的にこれから先、牧野さんもおっしゃっ

たように、やっていただければ大変ありが

たいなと思いますし、あとは、やっぱり今

回の一般質問でもお話がありましたけれど

も、いかに変わったかとか、いかによくな

ったかとかっていうやっぱり情報を発信し

ていくことが大事で、そうしないと、昔の

データがそのまま人間の脳の中には残って

いますので、実際は改善されているのに、

情報は昔のままで、まだ渋滞の世界４位と

か、そういうのだけが頭に残ってしまうと

いうのがあるんですね。やっぱり知らせて

いくということは大事なのかなと思います

ので、ぜひ頑張っていただきたいと思いま

す。すみません、もう回答とかは要りませ

ん。 

 以上です。 

 

○岩中伸司委員 有料道路の関連じゃなく

て、私は、空港アクセス鉄道に執行部の方

とは真反対で、これは造るべきじゃないと

一貫して言ってきていますけれども、先ほ

どちょっと、宮原課長だったか、これは41

0億円ぐらいかかる建設費用だと思うんで

すが、150億ぐらいプラスになるというの

は、地下の駅を造る場合のことだけです

か。ちょっと詳しく。 

 

○宮原空港アクセス鉄道整備推進課長 私

どもの試算は、空港のビルの真横ですと

か、そういう空港施設の中に、地下につけ

ると、そういう前提でございます。 

 

○岩中伸司委員 より便利にするために

は、そういうやっぱり費用がかかってくる

ということですね。私はそう思っているん

ですね。だとすれば、それをプラスしてい

けばまた150億円プラスになっていくとい

う予算ですので、ああ、私の思うとおりに

なりよるなというふうな感じですけどね。 

 まあ、そのアクセス鉄道もそうですけれ

ども、空港ライナーですね。これは、公共

交通という位置づけでいいんですか。どな

たか。 

 

○牧野交通政策課長 交通政策課でござい

ます。 

 こちら、空港サービスの一環という形で

提供しているものでございます。 
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○岩中伸司委員 空港サービスの一環、そ

うしたら、空港アクセス鉄道も空港のサー

ビスの一環になるんですか。 

 

○牧野交通政策課長 交通政策の観点から

お答え申し上げますけれども、あくまでも

今の空港ライナーにつきましては、その敷

地まで含めて、一体としてこれは空港エリ

アであるという発想の下でこれまでこの熊

本県の空港整備、それから、その地域の発

展に向けて取り組んできたものと考えてい

ます。そこまでを空港と含める概念の一環

として位置づけてこれまで取り組んできた

ものでございますが、今回のアクセス鉄道

は、空港までの利便性、速達性を確保する

という観点から、そこは一番メインの柱と

思っていますけれども、交通アクセスの手

段でございますので、今回は完全に公共交

通手段という形で整備するものと認識して

ございます。 

 以上です。 

 

○岩中伸司委員 考え方は分かりました。 

 しかし、空港ライナーの場合は、これは

かなりですね、2011年９月からスタートし

ているんでしょう。もうやがて14年です。

これは全部無料。利用者は何万人とかとい

うことですが、それも空港利用者の3.5％

弱ぐらいじゃないですかね。だから、やっ

ぱりそこに専用のこのアクセス鉄道を引い

ていくということは、全く、これは私はま

だ今でも造るべきじゃないという考え方を

持ちながらこういうお尋ねをしているんで

すけれども、ぜひ空港ライナーを――今説

明があったことを聞けば、空港のサービス

として進めるということで、理解できない

ことはないけれども、もう何十年もこれを

続けていくことで、これで果たしてその人

たちが有料になったとき乗るかなっていつ

も質問するんですけどね。そんな思いでい

ます。もうこれは答弁は要りません。私の

気持ちだけちょっと言わせていただいて、

黙っておるわけにいかぬなという、そうい

うことですから。 

 

○牧野交通政策課長 すみません、空港ラ

イナーの件、ありがとうございます。 

 今までの経緯としましては、今申し上げ

たとおり、空港サービスの一環という形

で、無償でという形でやってきてございま

すけれども、御指摘いただいたとおり、利

用者が非常に伸びてきておりまして、結

局、そのアクセス鉄道ができるまでの間の

肥後大津から空港までのアクセスをどう確

保するのかと。今もちょっとリムジンバス

もかなり混雑しているところございますの

で、そこをきちんと様々な手段で空港にた

どり着けるというのを確保していく、これ

はやっぱり引き続き重要だと考えておりま

す。 

 その中で、今おっしゃっていただいた、

無料でどこまでやるんだというお話は、ち

ょっと我々も、今の空港ライナーの在り

方、かなりちょっと事業者の方に頑張って

いただいて、足りない、混雑しているとこ

ろは増便もしていただいて対応している部

分がありますので、ここの部分の需要とか

今の状況とかもきちんと精査をしながら、

今後の在り方については、きちんと事業者

含めて考えていきたいと考えております。 

 すみません。以上です。 

 

○岩中伸司委員 その空港ライナーに空港

サービスという形ですけれども、県の出費

はどれぐらいになるんですか。 

 

○牧野交通政策課長 空港ライナーに対す

る今県の出費でございますけれども、事業

費としては5,200万円程度ということでご

ざいます。そのうち、県から出しているも



第12回 熊本県議会 交通ネットワーク整備推進特別委員会会議記録（令和７年６月18日) 

 - 27 - 

のが5,000万円ということでございます。 

 

○岩中伸司委員 5,000万円以上県が負担

していると、これまで。 

 

○牧野交通政策課長 すみません、ちょっ

と訂正申し上げます。 

 3,600万円が県の負担分ということでご

ざいます。 

 

○岩中伸司委員 これは、空港ライナーに

これまで負担したということでいいんです

か。空港全体のやつ。 

 

○牧野交通政策課長 すみません、そこは

年間の負担分ということで3,600万円でご

ざいます。 

 

○髙島和男委員 熊本都市圏３連絡道路に

ついてお尋ねしたいと思います。 

 20ページから21ページにかけてあります

けれども、先ほど部長の説明でもございま

したが、住民の皆さん、企業の皆さんに意

見聴取を開始したということで、5月の20

日ですか、第１回なのか、これまで、これ

から続くのか分かりませんので、住民の皆

さん、企業の皆さん、具体的にどういった

方々と意見聴取されたんですか。地域と

か。 

 

○大和道路整備課長 今、意見聴取を行っ

ている対象といたしましては、熊本都市圏

ということで、熊本市とあと周辺の市町村

の皆様方に無作為で郵送とかで意見をお伺

いしていることと、その地域でオープンハ

ウスということで、役場の窓口ですとか、

そういったところに職員が出向きまして意

見をお伺いする、また、これからは地域の

企業の皆様に対しては直接お伺いして意見

をお伺いし、皆様方の御意見を吸い上げる

という形で進めさせていただいているとこ

ろでございます。 

 ５月20日から開始して、８月末までの期

間でその辺りの手続を進めまして、今後、

その結果を取りまとめていきたいというふ

うに考えているところでございます。 

 

○髙島和男委員 じゃあ、今おっしゃった

ように、８月ぐらいまでをずっと継続して

やっていくと。どれだけぐらいのサンプル

が集まったらどうかこうかっていうような

ことは、具体的にはないということでしょ

うか。 

 

○大和道路整備課長 当然、サンプル数は

多ければ多いほどいいと思っております。

ちなみにまだ始めて１か月程度ですけれど

も、既に6,000名近くの方から御意見いた

だいておりまして、これからまた引き続き

その数を増やせるように、周知も含めて取

り組んでいきたいと思っているところでご

ざいます。 

 

○髙島和男委員 その後で、今度は21ペー

ジのほうに今後の取組ということで記載を

してありますけれども、いろいろとやっぱ

り手順というか、進め方がこの一番下段の

ピンク色の図で書いてありますけれども、

概略計画の決定というのは、大体これはい

つ頃になるのか、お尻が決まっているのか

いないのか、全くそういうのは予定してい

ないのか、いつになるのかということも含

めて、少なくともそのぐらいはあってしか

るべきかなと思うんですが、いかがでしょ

うか。 

 

○大和道路整備課 なかなかいつまでに何

をやるかということを申し上げれるところ

までまだ至っておりませんが、県、熊本市

ともにできるだけ早くという目標で動いて
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いるところでございます。そこは御理解い

ただければと思います。 

 もう１点、先ほど意見聴取につきまして

は、これで何回かということなんですけれ

ども、今回、第２回目の有識者委員会を開

きまして、１回目の政策課題等の意見聴取

をしております。 

 今後、その結果を踏まえて、住民の皆さ

ん方にできるだけ早くそのルート帯の案と

いうものをお示しさせていただいた上で、

改めてまた意見をお伺いし、最終的なルー

トの絞り込みに取り組んでいきたいという

ふうに考えているところでございます。 

 以上でございます。 

 

○髙島和男委員 できるだけ早くという言

葉が２回ほど出ましたけれども、やはり目

標は定めておくべきだろうと思います。 

 この委員会でも、熊本県の道路が、とに

かく遅々として進んでいないということは

度々論議が交わされております。今のでき

るだけ早くという言葉を聞けば聞くほど、

また懸念が出てくるわけですね。この３つ

の南北と空港まで、10分・20分構想とうた

っておるわけです。できた頃には、もう10

分、20分のうたい文句が色あせるんじゃな

いかなと危惧しております。私は、ぜひ、

もう少し目標を持って、掲げて、進めてい

ただきたいなと思います。要望です。よろ

しくお願いします。 

 

○橋口海平委員長 ほかにございません

か。 

 

○髙木健次委員 69ページなんですけれど

も、セミコンテクノパーク周辺の道路整

備、この図面を見ると、私は、ちょっと以

前からインターチェンジがこの大津西ＩＣ

から熊本北ジャンクションまでの間に４か

所できるというふうに話をちょっと聞いた

ことがあると思うんですよね。 

 この熊本北ジャンクションは、右の方に

ＩＣと書いてありますが、ジャンクション

とここにＩＣ、インターチェンジがもう１

か所、これはできるんですよね、間違いな

く。それと、合志ＩＣから大津西ＩＣの

間、ＪＡＳＭが来る関係で、企業等の利便

性を図るためにもう１か所ここにスマート

インターチェンジをという構想もありまし

たよね。 

 これは、課長、インターチェンジ、もう

１か所スマートインターは、これは計画に

入っているのか。先ほどから話を聞いてい

ると、令和10年度にも完成するというよう

な話ですけれども、こういうところを入れ

込めば、ちょっと10年度は無理じゃないの

かな。あるいは、もうスマートインターは

後づけになるのか、その辺も含めてちょっ

と話を聞かせてください。 

 

○大和道路整備課長 御指摘のとおり、69

ページの資料でいきますと、ピンク色で示

している基幹的なネットワークの中から、

まず黄色いところを優先的に進めていま

す。その中で、令和10年度までを目標にさ

せていただいているのが、大津植木線の多

車線化と合志インターチェンジへのアクセ

ス道路、この２つの道路というのは、まず

10年度という目標をしっかり定めて取り組

んでいるところでございます。 

 委員御指摘の追加インターチェンジにつ

きましては、ちょっと10年度という――ま

だ今検討の具体化に向けて取組を進めてい

るところでございまして、いつになるかお

示しすることは難しいところでございます

けれども、つなげれるように計画の検討等

を今進めている段階でございます。 

 

○髙木健次委員 じゃあ、このスマートイ

ンターチェンジは、今の10年度以内の計画
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の中には入ってないということですよね。 

 

○大和交通政策課長 はい。 

 

○髙木健次委員 その後に計画をするとい

うことですかね。 

 

○大和道路整備課長 継続して――今もも

う既に検討を始めておりますので、10年度

という目標は、あくまでも大津植木線の多

車線化と合志インターチェンジへのアクセ

ス道路、それに並行して、追加インターチ

ェンジの検討を含めて着手まで進められれ

ばというふうに思っているところでござい

ます。 

 

○髙木健次委員 じゃあ、先ほどの熊本北

ジャンクションは、間違いなく10年度の計

画に入れるということですね。入っている

でしょう。 

 

○大和道路整備課長 この熊本北ジャンク

ションインターチェンジにつきましては、

今年度事業化されました熊本環状連絡道路

と一体的に整備が進められるものと思って

おります。 

 ここにつきましては、冒頭前川委員から

御指摘ありました、県では10年度までに取

り組むんだから、国に対しても、委員から

もそういったお話をいただいているところ

でございます。ここが10年度にできるかど

うかと、私どもの立場から申し上げること

はできませんけれども、ここも引き続きで

きるだけ早く整備を行っていただけるよう

に要望をさせていただければと思っており

ます。 

 

○髙木健次委員 大体分かりましたけれど

も、前川委員のほうからありました、ＪＡ

ＳＭのほうからの、この前ちょっと新聞に

出た、渋滞がひどいからというような話も

出てきました。そういうことならば、非常

にやっぱり渋滞が激しいですから、ここは

ね。やっぱりインターチェンジ、計画しと

ってもなかなか事業化できないということ

は、ちょっとおかしいと思うんですよね。

やるならば早くやらないと、ジャンクショ

ンのインターも、それとこのスマートイン

ターも。そのための企業を集積したところ

にスマートインターという計画ですから、

これは早めに計画出して、この地図に載せ

てくださいよ。地図上に、計画の中で。 

 でないと、先ほどアクセス道路の鉄道の

件も出ていますけれども、僕もちょっと今

日新聞見てあれと思ったんですけれども、

やっぱり計画は前もって前もってですね、

我々にもやっぱり話をしてもらわないと、

そのための特別委員会だと思うんですよ

ね。ですから、後付けでそういうことがほ

かから出てくると、何だ特別委員会はとい

うふうな、意味がなくなるんですよね。こ

の辺はしっかり肝に銘じていただいて、き

ちんとしたやっぱり対応をしていただかな

いと、ちょっとおかしなところも出てくる

んじゃないのかなと。これは、今からのこ

とについても大事なことと思いますので、

私のほうからも指摘をしておきます。 

 委員長、以上で終わります。 

 

○菰田土木部長 すみません、土木部でご

ざいます。髙木委員、御意見ありがとうご

ざいます。 

 社会インフラの整備の中で熊本が課せら

れている道路、渋滞関係については、課題

が非常に大きいというふうに思っておりま

す。 

 一朝一夕になかなか整備というのは進ま

ないものだというふうな認識を持っている

ところで、そのためにも、県として、渋滞

解消推進本部というものを設置する中で、
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全庁的な取組、また、それを大きく市町村

にも広げて、また関係機関にも広げて、車

の流れをよくする取組や分散、転換という

施策を様々組み合わせて取り組んでいこう

と思っております。 

 御指摘のとおり、目標を持って取り組む

ということは、我々としても本当に大事な

ことだと思っていますし、それに向かって

進んでいきたいと思っておりますので、今

後ともいろいろ御意見いただければと思っ

ております。御意見ありがとうございま

す。 

 

○髙木健次委員 私は、この栄工業団地と

いう、この地図上にありますけれども、こ

のすぐ近くに住んでいます。今、この中九

州横断道路が、どんどんどんどん橋台、橋

脚、進んでますよ。これを見ると、ああ、

早いんだなという感じは持っていますけれ

ども、やっぱりその、何ていいますかね、

住民に対するアピールとしても、計画があ

るんだったら、早めにその辺も話をしてお

かないと、ええっ、何だ、後はって、こう

いうことだって出てくるんじゃないのかな

と思いますから、しっかりこの辺はお願い

しておきます。 

 以上です。 

 

○藤川隆夫委員 道路とは関係ない話をさ

せてもらえればと思います。 

 道路に関しまして、私も熊本市民として

は、さっきの高島委員がおっしゃいました

その３連絡道路、ある程度のどこどこまで

にどういうふうにするっていうのは、やっ

ぱり表に出したほうが絶対いいと思います

ので、現状出せないかもしれませんけれど

も、次の会議とか、その次の会議でもいい

ですから、ある程度どこどこまでにはある

程度のめどをつけるという話はやっぱり出

すべきだと思うので、それはやっていただ

ければと思います。これは要望で構いませ

ん。 

 もう１点、これから話しするのは、航空

路線の話をさせていただきたいと思ってお

りますので。 

 熊本空港の機能強化と、あとはネットワ

ークをさらにこれからという話が出てお

り、その中で香港便が今度止まります。10

月から再開と言っていますけれども、本当

にそのような、まあ休止した理由は、新聞

報道どおりだけなのか、もっと何かほかに

あるのかという、ちょっとまずそれを１

点。 

 あと、これから上海便が７月から動き始

めます。そういう意味で、国際便、さらに

増えてくるというふうに思っております。 

 現在の熊本空港の機能といいますかね、

グランドハンドリング含めて、本当に一体

どの程度までこの国際便、国内便もそれな

りの便数あって、現在全部合わせると80便

ぐらいあると思いますけれども、どこまで

この熊本空港としては機能的には可能なの

か。ハード面、ソフト面含めて、ちょっと

教えていただければと思います。 

 

○牧野交通政策課長 交通政策課でござい

ます。 

 まず、お尋ねいただきました香港便の事

由でございますけれども、エアラインから

確認をしている限りは、日本国内に対する

インバウンドとしての需要の低下、激減、

これが一番の理由だというふうに聞いてお

ります。 

 報道等では、日本のこのコミックス本の

中に、間もなく、７月５日というようにし

てありますけれども、東日本大震災の３倍

ほどの巨大な波が押し寄せると。これが、

インフルエンサー、現地の方だったり、風

水師の方で広まっているというような報道

も聞いているところでございます。 
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 我々としては、そこの真因の部分は、や

はり最後エアラインの御判断というところ

もあるものですから、それ以上のどこかと

いうのはちょっとあれですけれども、香港

事務所を現地に置いておりますので、そこ

も含めて情報収集もしてまいりますし、ま

た、10月以降、現状の夏ダイヤいっぱいは

もう欠航されるということでありますけれ

ども、それ以降も、やはり皆様には飛び立

っていただける、その選択肢をきちんと設

けておくということは、これは重要だと思

っておりますので、その復便といいます

か、元にちゃんと飛ばしてもらえるように

働きかけ、それから、現地の方に対して極

力届くようなＰＲを引き続きやってまいり

たいというふうに考えてございます。 

 もう１点、国際線の増便に向けた今のそ

の空港の設備、キャパシティということで

ございます。 

 今、利用者の方々に御不便をおかけして

いるのは、特に、その複数の便が同じよう

な時間帯に離発着する際の混雑ということ

であります。 

 同じ時間帯で、同時となりますと、今、

必死にそのベルトコンベアの延伸ですと

か、できることは全てやるという覚悟で、

空港会社の方、言っていただいていますの

で、それは我々も一緒に協働してやってま

いりたいと思ってございますけれども、そ

の時間帯がまだちょっと空きがある部分に

関してはですね、――あと、ネックになっ

てくるのは、おっしゃっていただいたグラ

ハンの人材がなかなかちょっと、これは全

国的な問題でありますけれども、なかなか

人材が足りてないという部分もありますの

で、ここは引き続き、国に必要があれば、

当然そこの要望も合わせて、そのグラハン

対策、人材対策を含めてやってまいりたい

と思ってございます。 

 現状のキャパシティから言うと、複数便

というのがなかなか厳しいというのは正直

ありますけれども、極力今対応いただいて

いますので、極力今後のそのエアラインの

拡張というのは、そういったところも見据

えながら、空いているところに極力来てく

ださいというアピールもしながら、それで

対応できないところを見据えて、長期的に

そこの設備をきちんと拡張していく、投資

していくということも、空港会社と連携し

て検討してまいりたいと思っております。 

 

○藤川隆夫委員 今のことである程度分か

りましたけれども、やっぱりこれからさら

に増やしていけば、同じような話、要は、

相手先からすれば、相手先の都合のいい時

間を選んでくる、そうすると、やっぱりこ

っち側サイドにおいては、もう複数に重な

ってくるというのは、もう当然これからあ

り得る話であります。 

 その分の対応は、これからもいろんな形

でやっていただけるし、国に対しての要望

もされるという話でありますので、ぜひそ

こはやっていただきたいと思います。 

 それで、もう１点、この上海便なんです

けれども、知事がトッププロモーションを

されての決まった話であろうかなというふ

うには思っているんですけれども、この上

海便に関しまして、ここの熊本空港に入る

に当たっての向こうの航空会社から等の条

件等というのは何かあったかどうか、ちょ

っと教えてもらえればと思います。 

 

○牧野交通政策課長 エアラインの関係、

特に上海便の就航につきまして、個別事情

にどうしてもなってまいりまして、上海便

の話を含めて、他社であったりですとか、

ほかの路線との関係で、これをしましたと

いう話をしてしまうと、ほかの誘致の際に

ちょっと支障が出てしまいますので、すみ

ませんが、ちょっとこの場ではお答えを差
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し控えさせていただきます。 

 

○藤川隆夫委員 分かりました。それはも

う分かりました。 

 もう１点だけちょっと、これは、この委

員会で言う話かどうか分かりませんけれど

も、外国の方々がたくさんこっちに入って

きている、航空便で入ってきている。その

中で、オーバーツーリズムの問題が今いろ

んなところで出ています。それに関して、

熊本においても、その件で様々な課題、問

題等も今出てきていますので、それに対し

ての対応をもう今のうちからやっておかな

いと、観光地含めて全部のところでやって

おかないと、様々な形で、いろんな形で不

満等が恐らく噴出してくる可能性があるの

で、しまいにはもう来なくていいみたいな

話になってしまうと、これは駄目なんで、

その分に関して、今現状で対策等を考えら

れているのであれば、教えていただければ

と思います。 

 

○牧野交通政策課長 交通政策課でござい

ます。 

 オーバーツーリズム対策に関して、これ

は観光部局と一体となってやっていかなけ

ればいけないと考えております。 

 少なくとも交通関係につきましても、様

々この外国人の方々利用いただいています

し、そこに通勤時間とその観光に出かけて

いく時間がぶち当たったときに、やはりそ

の利用者の皆様、それからインバウンドの

皆様、御不満を感じられる部分もあろうか

と思っておりますので、そこは、その事業

者の方々、また、並行して豊肥本線の輸送

力強化等も今検討しているところでござい

ますけれども、様々なその交通モードにお

いて、皆様に極力快適に、とにかく公共交

通の利便性を我々としては引き上げること

をもって、マイカーに集中しないように、

分散化を図っていくということは、今の渋

滞対策含めてですけれども、これは積極的

に取り組んでいきたいと思いますし、その

オーバーツーリズム対策という観点では、

ちょっと観光部局と多分一緒にやっていく

ということになりますので、それは協調し

てやってまいりたいと思います。 

 

○藤川隆夫委員 観光文化部と一緒にやら

れるということでありますので、恐らくそ

こは連携を取っとかないと、こっちはこっ

ち、こっちはこっちでやってしまうと、や

っぱりうまくいかないと思いますので。 

 もう様々な形で、今言ったように、文化

が違うので、我が国の文化と違う方々がこ

ちらに入ってこられるわけなので、そこは

やっぱりきちっと相手方に分かるような形

での対応をぜひやっていっていただければ

と思います。よろしくお願いします。 

 以上です。 

 

○橋口海平委員長 ほかにございません

か。 

 

○南部隼平委員 63ページなんですけれど

も、まずは一般質問のほうですね、地域公

共交通計画について、今後の取組というと

ころであります。 

 今年度、改訂していくということですけ

れども、御存じと思いますけれども、熊本

市も改訂の年度を今年度迎えるというとこ

ろで、ただ、いろんな情報を聞くとという

か、今の情勢を見ても、市電のいろんな問

題があったりとかで、結構熊本市もいろん

な大変な状況があるというところで、実

際、この公共交通計画を県がつくる上で

は、熊本市との整合性とか、そういったも

のが必要だと思うんですけれども、そうい

った意見聴取であるとか、そういった状況

を教えていただければと思います。 
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○牧野交通政策課長 交通政策課でござい

ます。 

 地域公共交通政策の策定に当たって、こ

れまた熊本都市圏の交通の利便性を上げて

いく上で、やはり熊本市と連携を密にして

やっていくということが重要だと考えてお

ります。 

 委員御指摘のとおり、本来であれば、県

と市、同じ年に計画を改訂するということ

でございましたけれども、市電等様々な御

事情に、市のほうではちょっと１年遅らせ

るという話を聞いてございますが、我々と

しましては、やはり今のその渋滞対策の根

幹にある部分、やはり皆さんがちょっとど

うしてもマイカーで出かけざるを得ない状

況に陥っている、ここをどう解消いくのか

という部分に１点ポイントがあると我々認

識はしてございますので、やはりその公共

交通の利便性を高める意味で、今後、その

熊本の公共交通が、この計画上どうなって

いくのかというのをきちんと明らかにした

上で、市とそこは一緒に協調しながら、レ

ベルアップ、利便性をどこまで引き上げら

れるか、それが今ちょっと事業者の方の人

手不足等々ありますので、非常にもう公共

交通、熊本は持つのか持たないかの瀬戸際

にあると考えておりますので、まず県のほ

うで、今年、そのビジョンといいますか、

今後どうするのか、どのレベルまでやるの

かというのを我々で検討して策定した上

で、ぜひそこに、市と常に密にコミュニケ

ーションを取っておりますけれども、それ

を踏まえた上での議論、それから、ぜひ市

にもそれに協調いただく形での内容にまと

めていただくことをお願いしながらやって

まいりたいと考えております。 

 

○南部隼平委員 ありがとうございます。 

 熊本市が１年遅らせるという話がありま

して、どうしても熊本市がメインになって

くるとは思うんですけれども、ただ、地域

公共交通計画というのは、本来であれば、

市電とかそういう部分はもちろんあるんで

すけれども、全体としてはしっかり取り組

んでいかなくてはならないということだと

思います。今、本当力強いお話もいただき

ましたので、ぜひリーダーシップを取って

やっていただきたいと思います。 

 以上です。 

 

○橋口海平委員長 ほかにございません

か。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり） 

○橋口海平委員長 なければ、質疑はこれ

で終了いたします。 

 次に、議題２、付託調査事件の閉会中の

継続審査についてお諮りします。 

 本委員会に付託の調査事件については、

引き続き審査する必要があると認められま

すので、本委員会を次期定例会まで継続す

る旨、会議規則第82条の規定に基づき、議

長に申し出ることとしてよろしいでしょう

か。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○橋口海平委員長 異議なしと認め、その

ようにいたします。 

 その他として、私から１つ提案がござい

ます。 

 閉会中の視察の件についてですが、委員

会で行う委員派遣については、本来、会議

規則第81条により、委員会としてこれを議

長に申し出ることとなっております。 

 しかしながら、緊急な委員会視察が必要

な場合に、委員会をそのたびに開催するの

が不可能な場合もございます。 

 そこで、付託調査事件に係る閉会中の委

員派遣の実施、目的、日時、場所等につい

ては、委員長一任ということでよろしいで

しょうか。 
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  （「はい」と呼ぶ者あり） 

○橋口海平委員長 異議なしということ

で、そのように取り計らわせていただきま

す。 

 続きまして、その他で何か。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり） 

○橋口海平委員長 それでは、ほかになけ

れば、本日の委員会はこれで閉会いたしま

す。 

  午後０時１分閉会 
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